
人口と世信
11月1日現在 ()内は対前年同月比
・人口 134，992人 (+ 1，710人)

[うち外国人1，010人]
男 66，915人 (+870人)
女 68，077人 (+840人)
・世帯 53，509世帯(+1，276世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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マイ・巣箱をかけてみませんか

臼臼
身近な素材から化石を見つけよう
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我菰子市環境レンジャーと一緒に鳥の巣箱を作ってかけてみませんか。

1回目 I単箱づくりj
日時 11月25日(日)午前10時から正午
場所アビスタ工芸工作室

定員先着30人(小学校3年生以下は
保護者同伴)

費用 600円
措ち物軍手、かなづち、ドライバー、

きり(お持ちの方)

2回目 I単箱かけJ(雨天中止)
日時・集合場所 12月23日l肱水の館玄関前に午前10時集合
巣箱かけの場所手翻遊歩道の樹木(手賀大橋から滝前広場の閏)

措ち物飲み物(作業できる服装でご参加を)

申し込み・圃 電話で手賀沼課・肉離568ヘ
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ロ「「各の子ども工作
~触って不思議!灯してキレイ大
ジェルキャンドルを作ろう!~

みなさんは、野外の地層以外にも身近な物に

化石が隠れていることをご存知でしょうか?建

物などに使われる天黙素材のタイルなどにも実

は化石が含まれていることがあるのです。

今回は、身近な物の中に隠れている化石を見

つけてみましよう。

日時 11月23日腕午後1時30分から
場所鳥の博物館2階多目的ホール
講師鳥の博物館市民スタッフ

対象・定員 小学自以上、材料力でなくなり次第終了

参加費無料(ただし高校生以上は入館料力活要)

申し込み不要

固鳥の博物館ft7185・2212

日時 12月8日凶午後1時30
分から3時
場所 我孫子南近隣センター

(けやきプラザ9階)

内容 大きなポールを使った

遊びと簡単なリズムダンス

対象小学生、先着20人
費用無料

措ち物上履き、タオル、飲

み物

申し込み・圃 電話かファクスかEメールで「教室名」、氏名、学校名、学年、
電話番号を明示し、社会教育課ft7185-1604剛7182-5867Eメールsyakaiky
ouilくu@city.abilくo.chiba.jpヘ
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日時 12月15日出午前10時から午後O閏30分
場所アビスタ工芸工作室

内容 透明のガラス容器にジエル状のロウを流

し入れ、ゼリーのようなプルプルのキャンドル

を作ります。中に入れたドングリやビー玉など

がキレイに浮かび上がります。

対象・定員小・中学生、 18人(応募者多数の

場合は抽選)

参加費 500円

申し込み ハガキかファクスで「冬の子ども工作J、応募者全員(兄弟・友達との連名応募
可)の住所・氏名・学年・電話番号を明記し、 11月29日必着で〒270・1147若松26の4我菰
子地区公民館開7165・6088ヘ
固我頚子地区公民館ft7182・0511
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司
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孫
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議
会
議
員
選
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の

投
票
日
で
す

中山雅子さん(久寺家中)、山口大雅さん(白

山中)ゲスト…ミネハハさん(写真) 総
合司会…》鳥くん(永井真人さん)(あぴ

こ「鳥の大使J)
定員 500人
参加費 1000円(中学自ユ下は500円)
チケット販売場所 ミリオン楽器、ぽぽら、

荒井蓄庖、東京事務器、写真のおちあい、

我孫子市役所企画調整担当

因企画謂整担当ft7185・1426

8月6日の広島平和記念式典に出席した
市内中学校の代表6人抗 原爆投下の地で

学んだことや感じたことを発表します。

日時 12月1日出午後1閏30分間演
蝿所けやきプラザ

内容広島平和記念式典参加中学生の発表、

「ミネハハJハートフルコンサー卜
出演発表…方波見絵里奈さん(我孫子
中)、遠藤雄平さん(湖北中)、内形優樹さ

ん(布佐中)、佐野友亮さん(湖北台中)、

不
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み 線田成利便とつもで力のなん
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受講者合計(11 )退職金 (2007年4月1日現在千葉県市町村総合事務組合)
区分 自己都合(市)自己都合(固)勧奨・定年(市)勧奨・定年(固) その他の加算措置

勤続20年23.50月分 同じ 30.55月分 同じ -定年前早期退職特例措置 (2%-

勤続25年33.50月分 同じ 41.34月分 同じ 20%加算)

勤続35年 59.28月分
-退職時特別昇給(勧奨退職時4号給)

47.50月分 同じ 同じ (自己削翼定年 1人あたりの)
最高限度額 59.28月分 同じ 59.28月分 同じ 平均支給額25，183千円

※1人あたりの平均支給額は、前年度に退職した全職種の職員に支給された平均額です。
※退職手当は、千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が定められています。
※園の制度には、退職時特別界給がありません。

(12)特別職の報酬等 (2007年4月1日現在) (単位:円)

区分
給料月額等

我孫子市 柏市 流山市 鎌ケ谷市 野田市

給 料
市長 848，000 955，αm 930，000 900，000 972，000 
副市長 724，000 785，α)0 803，000 780，000 831，000 

地域手当 ニ役の支結率 無 8% 8% 無 8% 

議長 540，000 663，α)0 550，000 505，000 547，000 
報 酬 副議長 480，000 593，αm 490，000 455，000 492，000 

議員 450，000 573，α)0 460，000 430，000 450，000 
市長、富IJ市長 4.45月分 4.40月分 4.45月分 4.40月分 4.45月分

期末手当 議長、副議長、
4.40月分 4.40月分 4.45月分 4.40月分 4.45月分

議員

市長 18訓6，8∞ 20，628，∞o 20，088，000 19刈側 20，995，2∞ 

退職手当 副市長 8;印8，0∞ 9，420，0∞ 9，636，0∞ 9，360，0∞ 9，972，0∞ 

支給時期 任期ごとに支給

※流山市の議長・副議長・議員の期末手当は、 2007年5月23日から同年12月31日の間、支給
額から5%減じた額を支給することと改められています。

(13)特別職の給料月額等の推移 (単位:円)

'05年4月1日現在|・05年12月1日現在|・07年4月1日現在
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3職員の服務等に関する状況

(1)勤務時間 (2007年4月1日現在)
職員の勤務開聞は、休日を除き午前8時30分から午後5時までを基本とし、 1日の勤務時間
は7時間45分、 1週間の勤務時間は38閏間45分です。

(2)休暇 (2007年4月1日現在)
有給休暇として、年次有給休暇が1年につき20日、病気休暇が90日以内、その他産前産後、
結婚、忌引等の特別休暇があります。無給休暇として、介護休眠、 3歳未満の子どもを養育す
るための育児休業などがあります。

(3)分限処分者数
心身の病気などのため、職員ガ鴨費を十分果たすことができない場合に職員の意に反して行
なう分限処分があります。 2006年度は、 18人に休職処分をしました。

(4)懲戒処分者数
懲戒処分は、職員が法令に違反した場合などに戒告、減給、停職、免職の処分を行うもので
す。 2006年度は服務違反により2人に戒告処分をしました。

(5)職員の研修状況
経験年数や職階に応じた階層別研修、専門的な知識、技能を修得するための専門特日冊

修、研修機関で学ぶ派遣研修など、さまざまな研修を実施し人材育成に努めています。
2006年度の職員研修実施状況は右上表のとおりです。

2007.11 .16 (2) 
区分 | 受講者数

階層別研修 I654人
専門研修 I 739人

受講者数

85人

115人
1，593人

日
一
山
一
山

(6)人事考課の実施状況
職員の人材育成と組織全体の能力の向上と活性化を進めるため、人事考課を実施してい
ます。職員が持っている能力や職務上の業績などを客観的に把握し、業績能力、意識の
各項目ごとに5段階評定を行い、勤勉手当に反映させています。

"'2006年度評定結果

職
評点(標準の評点は60点)

45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74 75-79 
部長・次長職 0人 0人 0人 16人 8人 2人 0人

課長職 0人 0人 1人 37人 13人 0人 0人

課長補佐職 0人 0人 8人 40人 46人 10人 1人

係長職以下 0人 3人 19人 484人 186人 27人 3人

量終
合格者数

一般行政職(上級)ほか5職種I11人 I339人 I251人 I58人 I13人
※予定者と合格者の数の差2人は、募集後に市職員の中途退職者が発生し、ぞれを補充
するために採用したものです。

(8)職員の福利厚生
市職員が加入している千葉県市町村職員共済組合では、主に短期給付事業(健康保険)、

長期給付事業(年金)、福祉事業(健診なめの3事業を行っています。
職員の互助会組織である我課子市職員福利厚生会は、市からの負担金と職員からの会
費により運営されています。 2006年度の決算額は37，069，396円で、市からの負担金は
16.600.000円でした。

(9)公平委員会からの報告事項
2006年度中に、職員から公平委員会に提出された勤務条件に関する措置の要求や不利

益処分に関する不服申し立ては、ありませんでした。

'4臨時職員と非常勤の一般職の状況

区分

区分 職種 人数 賃金または報酬

事務補佐員 33人 時給 830円

臨時保育士 67人 時給 970円

保育補助員 76人 時給 880円

臨時給食調理員 8人 時給 880円
臨時職員 臨時学童保育指導員 51人 時給 880円

臨時図書整理員 19人 時給 830円

臨時用務員 時給 830円
その他の臨時職員 27人 臨時看譜師 時給 1，340円

生活支援員 時給 910円ほか
嘱託職員(事務職) 78人 月額145，000円-152，000円

非常勤の 学童保育指導員 50人 月額145，000円-157，000円

一般職の職員 嘱託司書 23人 月額150，000円-181，000円

その他の専門職 62人 言語療法土 日額22，000円ほか

※人数は2007年4月1日現在です。

[我孫子市公募補助金公開ヒアリングのお知らせt
市の公募補助金の審査に伴い、我孫子市 アリングを実施します。傍聴も可能です。

補助金等検討委員会の提言書で「突付す 日時 11月27日開午後1時30分から
べきでないJと判断された補助金申請団場所市餅分館大会議室
体が、改めて自己PRなどを行う公開ヒ固市民活動支援諜.489

嘱託職員(一般事務)を募集
市では、一般事務嘱託職員を募集します。採 ※配置職場により、土曜日と夜間(午後8時ご

用試験に合格した方を登録し、平成20(2008) ろまで)に勤務する場合があります。

年4月1日から必要に応じて採用します。 動務場所 市鯛本庁ほか各公共施設

対象昭和18(1943)年4月2日以降に生まれ 報酬閏給1170円(予定)(通勤手当別途支給)

た方で、普通自動車運転免許を有し、窓口業務、探用方法 第1次試験(筆記試験(一般教養試

計算業務、検査業務などを魁撃し、一般事務処 駿))…12月15日曲、第2次試験(面接)…

理ができ、パソコン操作に慣れた健康な方 平成20(2008)年1月中

登録人数 15人程度 申し込み嘱託職員採用試験申込書(市役所総務

保用予定時期・期間 登録後随間、最長1年間 謀、各行政サービスセンターに用意)に必要事項

(更新あり) を明記し、写真(縦45mmx横35mm)を貼付し、

勤務日数・時間 月あたり124時間以内(例 11月30日午後5時まで(土・日曜日、祝日を除

週5日で1日6閏間以内の勤務、月16日で1日 く)に総務課ヘ直接本人が持参 G郵送は不可)
7時間45分の勤務など) 固総務課・内線232

市では、市民の皆さんの豊富な知 選考方法選考委員会により選定

識と紘替を施策に反映するために、 応募方法 「環境を守るための市民

環境審議会の公募委員を募集します。 の役割についてJをテーマに意見を
この審議会は、市民の方をはじめ、 800字以内にまとめ、 B噸に住所、
学識経験者や事業者の代表など12 氏名、職業、性別、生年月日、電話

人以内で構成されます。 番号、各種団体に所属している方は

募集人員 3入 団体名を、資格をお持ちの方は資格

応募資格市内在住・在勤の方(市 名を明記し、 12月12日消印有効で

の他の審議会などの委員に委嘱され 〒270・1192市役所手賀沼諜(包括

ている方は除く) 省略可)ヘ郵送または持参

任期平成20(2008)年1月27日 ※応募された原稿は返却いたしませ

から2年間 ん。

報酬審議会出席1回7000円 固手賀沼諜・内線462

臼はfあびこ楽校jの事業です。 市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp
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市の人事の状況を公表
我孫子市の人事の運営状況について、概要を公表します。市では現在、

職員数の削減と給与水準の見直しによる人件費の削減に取り組んでいます。

職員数と職員給与等の内容は次のとおりです。全文は、 11月30日から市の

ホームページに掲載するとともに行政情報資料室で冊子を配布します。

.問冨楕繍m嗣園陸棚・既成圃

1職員数と職員の任免に関する状況

市の職員数は1997年度lこ1.081人でピークを迎えましたが、その後、定員管理適正化計画
を策定し計画的に職員数の削減を進めてきました。この結果、 1998年度から10年連続で職員

数は減少し、今年度は955人となりました。

(1)常勤職員数の推移 (各年度4月1日現在)

(1)人件費(普通会計決算)

(千円)
9.800.000 

9.600.000 

9.400.000 

9.200.000 

9.000.000 

8.800.000 
2002 2003 2004 2005 2006(年度)

※普通会計とは、水道事業会計と下水道や介護保険などの特別会計以外の会計をいいます。
※人件費には、一般職の職員の給与、特別職の給与・報酬、共済組合負担金などが含まれて

います。

(2)職員 1人あたりの給与費(普通会計予算) (単位:千円)

区分 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

我孫子市 7.766 7.741 7.563 7.436 7.420 
柏市 7.659 7.595 7.480 7.465 7.453 
流山市 7.635 7.631 7.464 7.454 7.343 

鎌ケ谷市 7.858 7.649 7.588 7.576 7.474 
野田市 7.441 6.926 6.883 7.193 7.285 

※各年度の数値lま職員1人あたりの給与費です。
※野田市の2003年度は、旧関宿町との合併後の給与費を示しています。

V我孫子市の2007年度の給与費

区分 我孫子市 柏市

2004年度 102.0 99.3 

2005年度 101.8 99.5 

2006年度 102.2 100.7 
(地域手当補正後) (105.2) (104.6) 

流山市

97.4 

97.8 

98.1 
(104.9) 

(単位:千円)

1人あたりの給与費
(8) / (A) 

鎌ケ谷市 野田市

100.7 102.3 

101.0 101.2 

101.3 100.4 
(110.3) (108.4) 

※ラスパイレス指数とは、給料月額を基にして、国家公務員の給与水準を100とした場合の地

方公務員の給与水準を示す指数です。なお、地域手当補正後のラスパイレス指数は、給料

月額と地域手当を合算した額を墓にして、前記と同様に算定した指数です。(地域手当補

正後のラスパイレス指数は、 2006年度から比較開始)

(単位:円)

1人あたりの | ・05年度決事 | ・06年度決算 | ・07年度予算
平均支給年額 I 328千円 I 237千円 I 380千円

|・05年4月1日現在|・06年4月1日現在|・07年4月1日現在
支給率

7% I 5% I 8% 
※地域手当とは、民間における賃金、物価、生計費が高い地域で支給する手当です。

※地域手当の支給額=(給料、扶養手当と管理職手当の月額の合計額)x支給率。

V地域手当支給率の比較
区分 |我孫子市| 柏市 | 流山市 |鎌ケ谷市| 野田市
支給率 I 8% I 8% I 8% I 10% I 8% 

(7)期末手当・勤勉手当 (2006年度)
1人あたりの平均支給額| 期末手当 | 勤勉手当 | 役職加算
1931.200円 I 3.0月分 I 1.45月分 I 6%-20% 

※国は、役職加算が5%-20%のほか、管理職加算 10%-25%があります。

(8)時間外勤務手当 (2006年度決算)

|支給実績 I272.822千円 い人あたりの平均支給報I365千円

(9 )特殊勤務手当 (2007年4月1日現在)
区分 全職種

支給実績 ('06年度決算) 7.962千円
支給職員1人あたりの平均支給年額 ('06年度決算) 62千円

職員全体に占める手当支給職員の割合 ('06年度決算) 13.6% 
手当の種類(手当数) 6種類

区分 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

危険作業手当 消防職員
毒物、劇物等有害物

日額 500円
の取扱作業

防災作業手当
消防、防災担当職災害救助、り災者対

日額七000円
員など 策業務

消防作業手当 消防職員 消防作業 1回300-600円

行旅死病人取扱手当 生活支援課職員
行旅死病人の取扱作死亡人 1件3.000円
業 病人 1件1.500円

感染症防疫等作業手当
健康づくり支援課感染症発生予防とま

日額 500円
職員 ん延防止処理

環境現場作業手当
クリーンセンター職清掃作業、道路補修

日額 500円員、道路課職員など 等現場作業

(10)その他の手当 (2007年4月1日現在)

国の制度との 支給実績
1人あたり

区分 内容と支給単価(1カ月)
異同と内容 ('侃年度決算)

平均支給年額
('06年度決耳)

配偶者 13.000円
配偶者以外の 1人6.000円

扶養手当
扶養親族 同じ

128.223千円 245千円16歳-22歳 1人5.000円加算
配偶者なしの者 1人11.000円

母子・父子 1人13.000円 固は制度なし

借家 28.000円を限度
国は27.000円を
限度

住居手当
固は新築取得後

76.924千円 135千円
持ち家 7.000円

5年間2.500円

電車・パス利用者に対し6カ
同じ

月定期券代を半年に一度支給
通勤手当
自家用車等の利用者に対し距離距離に応じ月額

73.946千円 87千円

に応じ月額4.600円-23.銃氾円 2;α)()円-24.500円

部長級 73.300円 4級~10級の職務の

間職手当次長級 63.500円 組に応じて46.300
121.494千円 614千円

課長級 55.400-46.200円 円~139.300円を
課長補佐級 38.700円 支給

ζ制帽(f;eい 防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743
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V配布場所・時間

路
上
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い

回
配
布
場
所
と
時
聞
を
よ
く
確
認

の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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年
版
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賀
沼
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「
カ
レ
ン
ダ
ー
採
用
作
品
展

」

日
時
・
場
所
日
月
お
日
制
か
ら

ロ
月
日
日
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ア
ピ
ス
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沼
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線
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泌品

青
色
申
告
し
て
い
る
方
を
対
象
に

青
侃
巴
決
算
乙
消
費
税
な
と
の

説
閉
会
を
開
催
し
ま
オ
ヲ

日
時
・
場
所
下
表
参
照

e
l
T
a
x
、
年
末
開
整
の
仕
方
ほ
か

内
容

所
得
税
の
背
色
決
算
書
の
作

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

成
方
法
と
脅
色
申
告
特
別
控
除
の
適
圃
柏
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部
門

用
要
件
(
貸
借
対
照
表
の
説
明
を
含

宮
7
1
4
6
・
2
3
2
1
(内
線
3

む
)
、
消
費
税
の
概
要
、
電
子
申
告
・

3
5
)

第 1201号

所得税の予定納税

(第2期分)の
納税をお忘れなく

国民年金保隙料を確定申告
するには証明書が必要です
「社会保険料(国民年金保険料)

控除証明書Jなどの
添付や提示を義務付け

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、

1
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を

証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
命
保
険
会
社
な
ど
か
ら
送
付
さ

れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

1
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

V 開催日時・場所

日時 場

12月5日制あぴこ市民プラザ
13:30-(我孫子駅北口徒歩5分)
16:00 ft7183引 11

所

6圃電そ機い納の対納
子 の 関る付通象 期

2 柏納他の方方知 限
3税税の口 j 法書税
2 務で方座 11 '-務 11
1 署納 j か月 振 が署月
(管付銀ら 30替送か 30

察署 有島 E親雪之品
2 門 所的指 を れ予
3 ft 轄に定 利 て定
1 7 税納の 用 い納

)i 警付議与会議

邑賠鑑識冨沼健語mBI~

来署による相談lま、
事前の予約が必要になります

12月6日開野田市役所大会議室
13:30-(愛宕駅徒歩15分)
16: 00 ft 7125-1111 

額
を
証
明
し
た
控
除
証
明
書
(
ハ
ガ

キ
)
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
日
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
の
途

中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合

な
ど
、
日
月
以
降
に
本
年
初
め
て
保

険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

翌
年
2
月
上
旬
に
同
棟
の
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
の
手
続
の
際
は
、
必
ず

こ
の
証
明
書
や
領
収
証
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
専
用
電
話
番
号
宮
0
5

7
0
・
∞
・

9
9
1
1

※
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
か
ら
1
月
下
旬
に
納
付
確
認

書
を
世
帯
主
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
、
市
・
県
民
税
の
申
告
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
末
調

整
の
た
め
早
め
に
納
付
確
認
舎
が
必

要
な
方
は
、
電
話
で
依
頼
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
送
付
し
ま
す
。

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
5
3

柏市民文化会館小ホール
12月7日幽(柏駅から慈恵医大柏病
14:00-院行きパスで柏市民体
16: 30 育館入口下車徒歩2分)
ft 7164-9141 

柏税務署では、十分な相談時間をもっ

て対応するため、事前に予約をしていた

だくこととしました。
※予約の際に住所、氏名、 相談内容など

をお聞きします。なお、税金の納付相談

や、確定申告の作成会場の来場には予約

の必要はありません。詳しくは柏税務署
ft 7146・2321へお問い合わせください。

1 1月11日から 17日は税を考える週間です

国
土
交
通
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

建
築
確
認
・
検
査
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た

構
造
計
算
書
偽
装
事
件
を
教
訓
に
、

「建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格
化
」
を

柱
と
し
て
建
築
基
準
法
等
が
改
正
さ

れ
、
平
成
四

(
2
0
0
7
)
年
6
月

初
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格

化
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

@
構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
の
導

入
。
高
度
な
構
造
計
算
を
行
、
つ
建
築

物
は
、
第
三
者
機
関
で
の
構
造
判
定

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

@
構
造
判
定
の
導
入
に
伴
い
建
築
確

認
の
審
査
期
聞
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

@
厳
格
な
審
査
の
実
施
。
設
計
図
書

に
法
令
不
適
合
や
不
整
合
個
所
が
あ

る
場
合
は
再
申
請
を
求
め
ま
す
。
ま

た
軽
微
な
変
更
を
除
く
設
計
変
更
が

あ
る
場
合
、
当
該
部
分
の
工
事
前
の

計
画
変
更
の
確
認
を
徹
底
し
ま
し
た
。

考えよう!
税の意義と役割

-
設
計
条
件
や
要
求
事
項
は
設
計
者

と
綿
密
に
事
前
打
合
せ
し
、
整
合
性

の
あ
る
設
計
図
書
で
確
認
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

A

マ
設
計
図
書
作
成
や
確
認
申
請
手
続

き
(
構
造
計
算
適
合
判
定
も
含
む
)

は
余
裕
の
あ
る
期
開
設
定
を
し
て
く

だ
さ
い
。

-
設
計
変
更
は
、
軽
微
な
変
更
を
除

き
計
画
変
更
の
確
認
手
続
き
が
必
要

で
す
。
当
初
の
確
認
申
請
か
ら
設
計

内
容
を
十
分
検
討
す
る
と
と
も
に
、

設
計
変
更
の
検
討
の
際
は
工
期
へ
の

影
響
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
改
正
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
住

宅
課
・
内
線
5
2
6
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※詳しくは、園税ITホームページ
http://www.nta.go.jp (下回}をご覧ください.

私たちは、買い物をしたり、レストランで食事をしたりしたとき、その代金の支

払いを通じて「消費税Jを負担しています。このほかにも、「所得税Jや「住民税J
な芯さまざまな税を負担しています。

私たちが納めた税金は、国民の「健康で豊かな生活Jを実現するために、公共の
施設やサービスのために使われ、私たちの暮らしに還元されています。

税は、私たちが社会で生活していくための、いわば「会費Jといえるでしょう。
私たちは、どのような公的サービスを求め、そのために必要な負担をどうしてい

くのか、みんなで考えていかなければなりません。

固柏税務署ft7146・2321

0
8
)
年
5
月
日
日
側
、
ア
ピ
ス
タ

対
象
・
参
加

お
も
に
我
孫
子
市
内

で
活
動
す
る
福
祉
分
野
に
関
連
し
た

団
体
で
、
実
行
委
員
と
し
て
会
議
・

作
業
へ
の
参
加
が
で
き
る
こ
と
(
開

催
ま
で
5
固
か
ら
6
回
を
予
定
、
う

ち
数
回
の
参
加
で
も
可
)

※
第
1
回
実
行
委
員
会
(
ロ
月
ロ
日

制
午
後
6
時
日
分
、
ア
ビ
ス
タ
で
開

催
)
に
は
必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

主
催
あ
ぴ
こ
福
祉
ま
つ
り
実
行
委

員
会
(
病
院
・
福
祉
施
設
・
市
民
団

体
・
我
孫
子
市
・
我
孫
子
市
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
約

ω団
体
で
組
織
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル
で
、
団
体
名
と
連
絡
先
を
、

我
孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1

8
4
・
1
5
3
9附
7
1
8
4
・
9

9
2
9
E
メ
1
ル
〈
0
7
5
g
o円
@

釦

E
W中
印
『

ω
F
4
0・n
O
B
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
申
込
書
や
詳

し
い
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
期
限
は
日
月
初
日
で
す
。

市役所の代表電話番号n7185-1111

事
賃
沼
カ
レ
シ
タ
ー

ロ
月
6
自
に
同
会
場
で
配
布

配
布
日
ロ
月
6
日
同
当
日
の
み

配
布
場
所
・
時
間
左
表
参
照

配
布
上
の
注
意
圃
配
布
部
数
は

配
布
場
所
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

方
1
人
に
つ
き
1
部
で
す

園
部

数
が
な
く
な
り
次
第
配
布
終
了

園
電
話
予
約
や
郵
便
で
の
申
し
込

み
は
不
可

固
配
布
場
所
付
近
は

場所 時間
つくし野コミュニティホール
滞北台市民センター

湖北地区公民館

布佐市民センタ一本館
根戸近隣センター

9:∞~ 久寺家近隣センター

天王台北近隣センター
17 :∞ 

近隣センターこもれぴ

新木近隣センター
布佐南近隣センター

アビスタ
けやきプラザ2階ふれあい 17:30-
ホール(我孫子駅南口) 20 :羽
水の館(親水広場) 9 :30-
3階研修室 16:00 

第29

実行

あ
ぴ
こ
福
祉
ま
つ
り
の
実
行
委
員

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

あ
ぴ
こ
福
祉
ま
つ
り
は
、
ア
ビ
ス

タ
な
ど
を
会
場
に
2
0
0
0
人
以
上

が
参
加
す
る
福
祉
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

予
定
日
時
・
場
所

平
成
却

(
2
0

市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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• 
古
刺
胞
沼
を
さ
れ
一い
隠

手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
婦

手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
実
行
委
員

会
で
は
、
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
で

も
っ
と
き
れ
い
な
手
賀
沼
に
」
を
テ

ー
マ
に
、
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
を
さ

ら
に
進
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守

る
た
め
に
、
「
第
口
回
手
賀
沼
ふ
れ

あ
い
清
掃
」
を
行
い
ま
す
。

日
時
ロ
月
2
日
側
午
前
9
時
か
ら

~ -
』

F
も
っ
と
き
れ
い
な
手
賀
沼
に

.. 
ti 

我孫子市

ファミリーサポートセンター

提供会員を争

日
時
部
分
(
雨
天
の
場
合
は
ロ
月
9

日
冊
に
延
期
)

集
会
場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場

清
掃
場
所
手
賀
沼
公
園
、
周
辺
道

路
、
遊
歩
通

持
参
長
靴
ま
た
は
運
動
靴
、
軍
手
、

タ
オ
ル
な
ど
(
清
掃
作
業
の
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
を
)

申
し
込
み
不
要
(
直
接
集
合
)

※
団
体
で
参
加
す
る
場
合
は
日
月
お

固
ま
で
に
電
話
で
手
賀
沼
謀
へ
連
絡
。

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
7

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
7
時

却
分
か
ら
宮
0
9
0
・
3
6
9
3
・

9
7
0
6
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

し
v

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
子
ど
も
を
持
っ
す
べ
て
の
方

が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
め
ざ
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

地
域
の
皆
さ
ん
で
見
守
り
応
援
し
て

く
だ
さ
る
提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助

け
を
し
て
欲
し
い
方
と
お
手
伝
い
を

し
た
い
方
が
、
会
員
と
な
っ
て
運
営

す
る
住
民
参
加
型
の
互
助
按
助
組
織

で
す
。

対
象
市
内
在
住
で
、
子
ど
も
が
好

き
で
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
資
格
・
経
験
は
聞
い
ま
せ
ん
が
、

事
前
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古
利
根
沼
水
辺
清
婦

古
利
根
沼
は
、
周
辺
の
緑
と
一
体

に
な
っ
て
美
し
い
景
観
を
つ
く
り
だ

し
て
い
ま
す
。
古
利
根
沼
の
自
然
環

境
を
守
る
た
め
、
水
辺
清
掃
を
行
い

ま
す
。
日
時
日
月
お
日
側
午
前
9
時
集
合
、

日
時
終
了
予
定
(
小
雨
実
施
)

集
会
場
所
古
利
根
沼
中
央
我
湖
排

水
路
広
場
(
地
図
参
照
)

持
参
長
靴
ま
た
は
運
動
靴
、
軍
手
、

タ
オ
ル
な
ど
(
清
掃
作
業
の
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
を
)

申
し
込
み
不
要
(
直
接
集
合
)

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

車
で
の
ご
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
8
時

報
酬
子
ど
も
1
人
に
つ
き
、

1
時

間
7
0
0
円
(
月
晦
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
6
時
か
ら
午
後
日
時
)
、

9

0
0
円
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
)

※
送
迎
の
交
通
費
や
提
供
会
員
が
用

意
す
る
食
事
代
な
ど
は
利
用
会
員
の

実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

入
会
金

1
0
0
0
円

対
象
児
童

6
カ
月
か
ら
叩
歳
未
満

申
し
込
み
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
我
孫
子
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
宮
削
7
1
8
6
・
4
1
6

1
へ
(
月
曜
か
ら
土
曜
日
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
)

。保育園や学童保育室への

お迎え O提供会員宅での
保育 O習い事への送迎
。保護者の用事などの際の

援助 Oその他、会員の育
児に必要な援助

※提供会員に援助依頼をす

る際は、ご都合などをお聞

きし、打ち合わせを行いま

す。

※活動中の事故などに備え

て、傷害保険(保険料はセ

ンターが負担)などに加入

しています。

か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
8
0
1
8
0

.
9
9
3
1
8
5
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。圃

公
園
緑
地
謀
・
内
線
5
4
5

-・・・・・・・掴i彊n. ーーー

第一

』

F
古
利
根
沼
水
辺
清
掃
集
合
場
所

インキユベーション・オフィス
ABIKOs 

開設

長
・
発
展
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

.
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
我
孫
子
市
内
で
ア
イ
デ
ア
を

商
品
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
よ
う
と

し
て
い
る
方
、
す
で
に
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
し
て
い
る
方

(N
P
O
法
人
、

市
民
活
動
団
体
、
株
式
会
社
、
個
人
)

運
営

N
P
O
法
人
A
C
O
B
A

受
付
時
間
午
前
日
時
か
ら
午
後
5

時
、
月
暗
か
ら
金
昭
日
(
祝
日
除
く
)

相
談
場
所

A
B
I
K
O
S
(本
町

3
の
7
の
叩
〈
旧
寿
交
番
前
〉
)

申
し
込
み
・
圃
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
1
ル
で
A
C
O
B
A
事
務
局
宮

7
1
8
1
・
9
7
0
0
m
7
1
8
5

.
2
2
4
1
E
メ
1
ル

ω
8
σ
ω
@
w
q

-
o
g
b
0・
V
へ

※
詳
し
く
は
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

F
2
q

¥
¥
老
若
者

-ωEvcvnσ
・ロ

2
か
ら
、

「
A
C
O
B
A
」
4
「
経
営
相
談
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-・・・・=----一
一
一
・・~ ・・
lJiiI圃l-
rn 

m 
m 

一一-

r霧~
i集，

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
何
で
も

相
談
窓
口
が
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
オ
フ
ィ
ス
A
B
I
K
O
S
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
の
商
品

化
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
起
業
化
、

経
営
支
援
、
資
金
調
達
、
庖
舗
相
談
、

事
業
承
継
な
ど
、
確
か
な
事
業
に
成

野
菜
や
花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か

h
F
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園

市
民
農
園
は
市
内
に
2
カ
所
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
土
や
緑
と
触
れ
合
え

る
場
所
と
し
て
、
我
孫
子
市
が
運
営

し
て
い
ま
す
。

手
軽
に
農
業
を
実
践
す
る
場
と
し

て
市
民
農
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
回
募
集
区
画
高
野
山
ふ
れ
あ
い

市
民
農
園
:
・
釘
区
画
、
浅
間
前
新
田

市
民
農
園
:
・
1
1
2
区
画
(
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

対
象
市
内
在
住
の
方
(
高
野
山
ふ

れ
あ
い
市
民
農
園
A
S
I
、
ウ
ッ
ド

ウ
ォ
l
ル
区
画
を
現
在
利
用
し
て
い

る
方
を
除
く
)

※
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園
、
浅

間
前
新
田
市
民
農
園
を
現
在
利
用
し

て
い
る
方
が
再
度
当
選
し
た
場
合
は
、

引
き
続
き
同
区
画
を
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
期
間
平
成
却

(
2
0
0
8
)

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
辺

(
2
0
1

0
)
年
3
月
初
日

区
画
由
積

m
d
(
5
m
×
6
m
)

使
用
料
年
額
9
0
0
0
円

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
(
応
募
は

1
世
帯
1
枚
に
限
る
)
に
利
用
希
望

農
園
名
、
住
所
、
豪
、
年
齢
職

業
、
電
話
番
号
、
現
在
市
民
農
園
を

利
用
し
て
い
る
方
は
農
園
名
と
区
画

番
号
、
返
信
面
に
あ
て
先
を
明
記
し
、

ロ
月
3
日
消
印
有
効
で
一
T
2
7
o
l

-
-
9
2
市
役
所
農
政
課
(
住
所
省

略
可
)
へ

圃
農
政
課
・
内
線
5
1
0

3t遇災害共済加ス者を随時事集チャイILt'シートを貸し出し
共済期間 受け付けた次の日から平成20

(2008)年8月31日まで

対象となる事故(日本国内の事披) 車両
(自動車・オートパイ・自転車など)の突

通による事故で突通事故証明書(原則とし
て、人身事故撮いのもの)が得られるもの、

電車による事故など

共済見舞金 *死亡…150万円 *傷害.. 

2万円から50万円 *身体障害(一定の障

害が残った場合)…傷害見舞金のほかに50

万円 *突通遺児一遺児1人につき10万円

申し込み 会費を持参し、市民安全室か各

行政サービスセンターへ

固市民安全室・内線485

※料金は、納品後に納付蓄により指定金融

機関窓口で納入。

申し込み 申請書(市民安全室、各行政サ

ービスセンター、保健センターに用意)(こ

必要事項を明記し、利用開始希望日の7目
前までに市民安全室(市役所地階)または

各行政サービスセンターへ提出。市ホーム

ページから電子申請もできます。
固市民安全室・内線485

※料金は消費税を含んだ額です。

3カ月 4カ月 5カ月 6カ月

1，680円 1，890円 2，100円 2，310円

2，310円 2，520円 2，730円 2，940円

市では、乳児用 (6力月程度まで)と幼
児用 (6力月から4歳程度)のチャイルド

シートの貧し出しを行っています。

対象 市内在住の6歳未満の乳幼児の保護

者

受付日時 月曜日から金曜日の午前8時
30分から午後5時(視休日、 8月11日か
ら15目、 12月29日から1月4日はお休
み)

貨出期間・料金 6カ月以内、下表参照

V貸出期間・ 料金

貸出期間 1カ月
乳児用 1，260円

幼児用 1，890円

2カ月
1，470円

2，100円

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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「
わ
定
し
の
防
災
カ
ー
ド
」

の
ご
活
問
を
1

し
も
の
と
き
の
助
け
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
家
庭
内
で
話
し
合
っ
て
防
災

カ
l
ド
を
作
成
し
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

(
市
役
所
市
民
安
全
室
、
市
民
課
、

各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
民

プ
ラ
ザ
、
ア
ピ
ス
夕
、
湖
北
地
区
公

民
館
)
の
窓
口
に
も
備
え
ま
す
。

な
お
、
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童

・生
徒
に
は
、
学
校
を
通
じ
て
配
布

し
ま
す
。

※
防
災
カ
l
ド
は
、
市
の
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド

(ホ

1
ム
4
く
ら
し

4
防

犯
・
防
災
4
災
害
対
策
4
わ

た
し
の
防
災
カ
1
ド
)
で
き

ま
す
。

.防
災
カ
I
ド
は
、
家
庭
内

3

話
し
合
い
次
の
事
項
を
記
入
一

(
任
意
)
し
て
お
き
ま
す

一

①
わ
た
し
の
デ
ー
タ

名
前
、
生
年
月
日
、
住
所
、

電
話
番
号
、
血
液
型
や
ア
レ

防
災
カ
1
ド
は
、

U
月
中
に
自
治

会
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
配
布

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
公
共
施
設

-ー-~ 怠

お役立ち晴報と楽しいイベシトがいっぱい

第2固ふれあい福祖・健康機器属

第1201号

曹目.

加.w.na;::J，，;.型1t"''''~;Y‘
内圃随時間プ伊吋 ¥--.:Js・

:Juo.ん向島・z油~:U6 "'-'，・
T聖司仲I~ ・Yど
9・司II:;j.oUC，世い.'(I>:.u.t. ..・・
c.ï".; 1!雌白州量制'，~1iI\.司r.
，三者'.:'J
- -ー
::U(・.A.tlli昂""1，.""

日時 11月23日制.24日出午前10時から午後7時(24日は午後4時まで)

蝿所 けやきプラザ (JR我孫子駅南口徒歩1分) (入場無料)

内容 *あなたもチャレンジ!脳卜レ&学習ゲーム。ゲーム用異の展示と実演

*体型や血流を測定し最適な運動をアドバイス!優良運動異の展示 *インスト

ラクターと一緒にやろう!肥満対策運動プログラム。実演とダイエッ卜相談。運

動用具・ウエアの展示 *あなたの足型を測定!ピ、ソタリの運動靴や通勤靴を推

薦! *最新の介護機器、介護用品、高齢者向け厨房機器、昇降機、ほかお役立

ち機器の展示 *健康増進!磁気治療器、温熱治療器、簡易入浴装置試作品ほか

@来場者ヘダブルプレゼント

明日とも午前10時・11時・正午・午後2時・3時巴会場到すで毎時先着50人E

あ菓子袋をプレゼント ②抽選で多くの来場者巴便利グッヌや健康・美容施設の

矧寺券割引券をプレゼント

〈工ントランス広場>*福祉施設の作品バザー *最新の高齢者向け乗用車

*福祉車両の展示と試乗会 …23日制.24日出午前10時から午後4時

(7階〉セミナー I最新の福祉用具とその使い万j…23日柵午後1時30分か
ら3筒、けやきプラザ7階研修室(先着30人。申込優先)

(9階〉チエコ少軍合唱団我孫予来訪記念受流会..24日凶午後2鴎から4時、け

やきプラザ9階ホール
申し込み・圃 セミナーのみ電話で住所、氏名、電話番号を明示し、千葉県福祉

ふれあいプラザ「ふれあい福祉・健康機器展J実行委員会c7165・2881ヘ

ル
ギ
l
疾
患
の
有
無
、
い
つ
も
使
用

し
て
い
る
薬
な
ど

※
災
害
時
に
ケ
ガ
な
ど
で
手
当
て
を

受
け
る
場
合
、
支
援
や
救
助
の
手
助

け
に
な
り
ま
す
。

②
も
し
も
の
と
き
の
連
絡
先

家
族
の
勤
務
先
や
学
校
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
な
ど
の
連
絡
先

※
自
分
や
家
族
の
安
否
を
確
認
す
る

の
に
役
立
ち
ま
す
。

③
避
離
場
所

最
寄
り
の
避
難
場
所
や
集
合
場
所

※
「
あ
ぴ
こ
防
災
マ

ッ
プ
」
や
平
成

凶
年
6
月
に
配
布
し
ま
し
た
「
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
参
考
に
、
最

寄
り
の
避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ

、っ。※避
難
場
所
ま
で
速
い
場
合
は
、
最

寄
り
の
公
固
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
集

合
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
場
所
や
集
合
場
所
ま

で
の
ル
l
ト
を
確
認
し
て
お
く
と
安

心
で
す
。

圃

市

民

安
全
室

・
内
線
2
9
5

[連覇聖齢AE塑帰離習でi
講座名 単元数 日時 受講料

インター
1218 lC時30分~

12/3 10時30分~ 1218 13時~
/'Iソコン
3単元 12/4 10時30分~3500円

ネット 4単元
1219 10時30分~

5反)()円

入門講座 講座
12/5 10時30分~ 1219 13時~

12/3 13時~ デジタル 1211110時30分~

ワード 12/3 15時~ カメラ 3単元 1211113時~ 3反)()円

2003 5単元 12/4 13時~ 8000円 講座 1211115時~
講座 12/4 15時~ お楽しみ 1212210時30分~

12/5 13時~ 講座
4単元
1212213時~ 4α)()円

12/1510時30分~ (年賀状 1212310時30分~

エクセル 12/1513時~ 作成) 1212313時~

2003 5単元 12/1515時~ 8000円 到す時間 午前10時から午後6時
講座 12/1610時30分~ 定員各講座15人(応募者多数の場合は抽選)

12/1613時~ 申し込み・固窓口、または電話かファクス

※1単元同O分。受講料l品、教材費、通信費を含む。 で11月25日までに市民プラザc7183-2111
※お楽しみ講座I~，ワード2003講座を修了した方対象。 間7183・5300ヘ J 

第

3
回
市
民
参
加
型
コ
ン
サ
I
，卜

音
楽
の
お
/
、
り
老
の

i
あ
び
こ
音
楽
野
郎
i

出
演
者
を
募
集

「音
楽
の
お
く
り
も
の

i
あ
ぴ
こ

音
楽
野
郎
5
」
は
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ

プ
ス
な
ど
ノ
リ
の
い
い
曲
を
テ
1
マ

に
し
た
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
す
。

出
演
目

2
月
幻
自
国
午
後
2
時
か

ら
4
時
(
演
奏
時
間
は
1
組
却
分
程

度
)
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

テ
l
マ

ロ

ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど

テ
レ
ビ
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
よ
く
耳

に
す
る
曲
や
ノ
リ
の
い
い
曲

※
演
奏
育
法

・
楽
器
の
種
類
は
聞
い

ま
せ
ん
。

対
象
個
人
ま
た
は
叩
人
ま
で
の
グ

ル
ー
プ
で
過
半
数
以
上
の
方
が
次
の

①
②
の
応
募
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
市
内
在
住

・
在
学

・
在
勤
・
出
身

ま
た
は
市
内
で
音
楽
活
動
を
行
っ
て

い
る
方
で
、
日
四
歳
か
ら
mw
歳
未
満

(
平
成
四

〈2
0
0
7
)
年
4
月
1

日
現
在
)
の
方
。

②
我
孫
子
市
民
文
化
祭
を
は
じ
め
平

成
四
年
度
に
実
施
さ
れ
る
教
育
委
員

会
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
な

い
方
。
※
伴
奏
者
も
演
奏
者
と
み
な
し
ま
す
。

定
員

4
組
か
ら
5
組
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

出
演
料

4
0
0
0
円
+

(
メ
ン
バ

ー
人
数
×

1
0
0
0
円
)
〈
準
備
費
・

交
通
費
と
し
て
)
を
支
給

※
楽
器
は
持
参
(ピ
ア
ノ
と
ピ
ア
ノ

椅
子
二
脚
以
外
)
。

決
定
通
知
ロ
月
下
旬
に
通
知

申
し
込
み
申
込
用
紙

(
教
育
委
員

会
文
化
課
に
用
意
、
市
の
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
1
ド
可
)
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
デ
モ
テ
1
プ

を
添
え
て
ロ
月
比
日
必
着
で
〒
2
7

O
I
l
l
6
6
我
孫
子
1
8
6
4
教

育
委
員
会
文
化
課
文
化
振
興
担
五
一
一
へ

郵
送
か
直
接
持
参

圃

教

育

委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

申し込み

ハガキ力、Eメールで住所、氏名、性別、学枝名・学年、電話番号を
明配し、いずれも費請日の3目前までに干270・1131都部765中央
学閥幹納・械設、 Eメー1ltshay訓 i@伽刷(uin州 .jp

ハガキかEメールで住所、氏名、性別、学校名・学年、電話番号
を明記し、 12月20日までに干270・1131都部765中央学院高等
学校内・黒田疎実、 Eメー1!t依uωamch明a知in品.ω.p

ハガキかEメールで住所、氏名、間1、学齢・学年、電話番号を明記し、
いずれも要請自の3目前までに干270-113111765中央特高等学極
内・酬にうけつ)輔、 Eメールkkl拙.etSIsch.刷un.h.ed.jp
ハガキかEメールで住所、氏名、性別、学校名・学年、電話番号
を明記し、 1月21日までに干270・1131都部765中央学院高等
学校内・秋山信、 Eメー1!t議i間前ch明a知in州 .p

中央学院高等学校市民講座
内容・対象 下表参照 剣道合同稽古会…小-中・高校生、一般(経験者) 弓道教室…中学生以上の
男女 バレーボール教室…小学生とその保護者生物自然観察会・小・中学生とその保護者
圏中央学院高等学校C?188・1101

講座名 受講日

12月加目、20年1月17
目、2月21目、いずれも
木曜日、午後6時30分か
ら7時30分(各先着30人)

20年1月11日・15日、 2月
1 日・15日・19日・2目、
3月14日・18目、午後5時
30骨から7時30分(先着加入)

20年1月31目、 2月28
日いずれも木曜日、午後7
時から9時(各先着羽人)

20年2月11日嗣
I昆虫標本の作り方講座j午
前9時から正午(先着20人)

'*' 台

互
稽
、
柚
砲

やっ、
抑
制
日
+
ロ

+
A
T
圃
冊

茸
畳
悼
惜
+
ロ

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災

意
識
を
高
め
、
自
分
の
身
を
守
る
た

め
の
「
自
助
」
や
近
く
の
人
と
の
協

力
「
共
助
」
に
役
立
つ
よ
う
「
わ
た

し
の
防
災
カ
l
ド
」
(
左
図
参
照
)

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
防
災
カ
l
ド
は
、
小
学
生
以

上
の
方
を
対
象
に
配
布
し
ま
す
。
も

内

剣道合間
帯古会
(参加無料)

ご覧ください

図書館の
定期刊行物

図
書
館
で
は
、
次
の
刊
行
物
を

市
内
各
図
書
館
の
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
図
書
館
だ
よ
り
は
、

自
治
会
や
市
民
団
体
な
ど
へ
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
送
付
を
希
望

す
る
団
体
は
図
書
館
へ
ご
連
絡
く

用具の説明・
取り扱い方、
射法八節、大
的練習ほか

ポーjレ遊びを
取り入れ立が
ら基本を学ぶ

弓遭教室
(参加無料)

室内での勉強会
後、野外で目撃

バレーボー
ル教室
(参加無料)

生物自然
観察会
(制限費)

だ
さ
い
。
な
お
、
図
書
館
の
刊
行

物
は
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

。
図
書
館
だ
よ
り
・
・
・
毎
年
3
回
発

行

(
6
・
日
・

3
月
)

図
書
館
の
P
R誌
で
す
。
主
催

事
業
や
人
気
図
書
の
情
報
、
ト
ピ

ッ
ク
ス
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
0

0
た
ん
た
新
聞
・
・
・
毎
月
1
回
発
行

小
学
生
向
け
の
新
聞
で
す
。
特

集
テ
l
マ
を
設
け
て
児
童
書
を
紹

介
。
子
ど
も
向
け
行
事
や
お
話
し

会
の
予
定
、
子
ど
も
た
ち
が
読
ん

だ
本
の
感
想
文
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

圃
我
孫
子
市
市
民
図
書
館
E
7

1
8
4
・
1
1
1
0

市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号n7185-1111図はfあびこ楽校jの事業です。
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後午MW口ルげべ半々
今
回
の
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
「オ

ペ
ラ
の
午
後
E
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ

の
魅
力
」
と
題
し
て
、
世
界
中
で
親

し
ま
れ
て
い
る
ド
ニ
ゼ
ツ
テ
ィ
の
名

作
、
歌
劇

「愛
の
妙
薬
」
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
(
演
奏
会
形
式
・
原
語
上
演
)

を
中
心
に
、
一
流
の
ソ
リ
ス
ト
(
独

唱
者
)
を
迎
え
、
冨
平
恭
平
さ
ん
の

指
揮
に
よ
り
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
演
奏
で
お
届

け
し
ま
す
。

日

時

ロ
月
日
日
出
午
後
6
時
間
演
、

第

mm
回

我
孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

イ
タ
リ
ア
• 
オ
ペ
ラ
の
魅
力

~ -.. ti 
h
p
冨
平
恭
平
さ
ん

h
p宮
部
小
牧
さ
ん

怠

gz 

ヨタ旦そアイ
(キジ目キジ科)

島近なとり

日
日
側
午
後
2
時
開
槙

場
所
け
や
き
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ

l
レ
指
揮

冨
平
恭
平
さ
ん

演
奏

我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団

ソ
リ
ス
ト

宮
部
小
牧
さ
ん
(
ソ
プ

ラ
ノ
)
、
布
施
雅
也
さ
ん
(
テ
ノ
ー

ル
)
、
金
子
亮
平
さ
ん
(
パ
ス
)
、
堀

江
見
悟
さ
ん
(
バ
リ
ト
ン
)

曲
目

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
:
・歌
劇

「運
命

の
力
」
序
曲
、
ド
ニ
ゼ
ツ
テ
ィ
:
・歌

h
p布
施
雅
也
さ
ん

「裏
山
で
「
チ
ヨ
ッ
ト
コ
イ
』
と

鳴
く
烏
は
な
ん
だ
ろ
う
か
?
」

烏
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ば
、

「そ
れ
は
コ
ジ
ュ
ケ
イ
!
」
と
ピ
ン

と
来
る
ほ
ど
身
近
な
烏
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
鳥
の
名
前
を
日
本

鳥
類
目
録
の
本
文
中
に
見
つ
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
正
時
代
に
狩

猟
烏
と
し
て
中
固
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
外
来
種
だ
か
ら
で
す
。
今
で
は
、

本
州
、
佐
枝
、
四
国
、
九
州
、
伊
豆

諸
島
、
硫
黄
列
島
で
自
然
繁
殖
し
て

い
ま
す
。

.'び 2

写真川上買さん帽の博物館友の会)

文 斉麗安行 L鳴の博物館学芸員)

劇

「愛
の
妙
薬
」
ハ
イ
ラ
イ
ト

※
演
奏
会
の
形
式
は
、
原
語
で
上
演

し
、
指
揮
者
に
よ
る
お
話
つ
き
で
す
。

入
場
料

1
5
0
0
円
(
前
売
り
1

2
0
0
円
)
〈
全
席
自
由
〉

入
場
券
販
売
所

す
ば
る
香
庖
我
孫

子
庖
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
庖
、

荒
井
書
庖
(
天
王
台
駅
南
口
)
、
東

京
事
務
器
(
湖
北
駅
南
口
)
、
写
真

の
お
ち
あ
い
(
布
佐
)

圃

橋
本
宮
7
1
8
4
・
5
6
9
8

砂
金
子
亮
平
さ
ん

h
p堀
江
見
悟
さ
ん

や
ぷ

手
賀
沼
周
辺
で
は
、
竹
薮
や
下

草
の
多
い
斜
面
林
に
見
ら
れ
ま
す
。

地
上
で
寧
の
種
や
芽
、
小
動
物
を

食
べ
、
夜
は
樹
上
で
ね
ぐ
ら
を
と

り
ま
す
。

5
3
6
月
、
林
内
の
草

の
中
に
巣
を
造
り
7
1
8
個
の
卵

を
産
み
ま
す
。
抱
卵
を
始
め
て
口

i
m日
後
、
一
斉
に
稔
し
た
ヒ

ナ
は
メ
ス
親
に
連
れ
ら
れ
、
す
ぐ

に
歩
き
出
し
ま
す
。

元
来
、
中
国
南
東
部
と
台
湾
の

竹
林
に
す
む
こ
の
烏
の
英
名
は
、

切

3
5
F
E
m
o
(竹

薮
以
耕
一
。
薮
の
中
に
す
む
た
め
、

身
近
な
烏
の
割
に
は
、
そ
の
社
会

生
活
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
繁
殖
期
、

「
チ
ヨ
ッ
ト
コ
イ
』
と
鳴
く
オ
ス

に
、
「
ピ
ョ

1

ピ
ョ

1
』
と
メ

ス
が
合
い
の
手
を
入
れ
デ
ュ
エ
ッ

ト
す
る
習
性
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

庫創設7周年記念

学マシドリシ
部演奏会

日

時

ロ
月
8
日
出
午
後
5
時
却
分

間
演
(
午
後
5
時
間
場
)

場
所
け
や
き
プ
ラ
ザ
つ
る
ぎ

曲
目

古
典
音
楽
:・
剣
の
舞
・
シ
チ

リ
ア
1
ノ
、
日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
:・

千
の
風
に
な
っ
て
・
背
春
時
代
、
古

賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
:
・
丘
を
越
え
て
・
悲

し
い
酒
・
影
を
輯
い
て
ほ
か
、
世
界

の
名
曲
、
ラ
テ
ン
音
楽
、
映
画
音
楽

※
曲
目
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

出
演

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽

立
回入
場
料

前
売
券
2
3
0
0
円
、
当

日
券
2
5
0
0
円
(
全
席
自
由
)

入
場
券
販
亮
所

荒
井
喬
庖
(
天
王

台
駅
南
口
)
、
弥
生
軒
(
我
孫
子
駅

南
口
)
、
す
ば
る
書
庖
(
我
孫
子
駅

南
口
)
、
東
京
事
務
器
(
湖
北
駅
南
口
)

主
催

明
治
大
学
校
友
会
我
孫
子
地

域
支
部
、
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃

明
治
大
学
校
友
会
我
孫
子
地
域

支
部
・
山
下
宮
7
1
8
8
・
1
6
7

3
 

ホ
ラ
シ
テ
ィ
タ
・
市
尽
活
勘
へ
の
い
き
な
い

ー
ふ
れ
あ
い

E
陶
芸
講
座

日

時

ロ
月
8
日
か
ら
平
成
初

年
3
月
1
日
の
第
1
・
3
土
曜

日
(
全
6
回
)
い
ず
れ
も
午
前

日
時
か
ら
午
後
3
時

※
ロ
月
8
日
は
第
2
土
曜
日
。

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

定
員
初
人
(
応
募
者
名
薮
の

場
合
は
抽
選
)

費
用

7
0
0
0
円
(
全
6
回

分
の
教
材
費
含
む
)

申
し
込
み
・
圃

往
復
ハ
ガ

キ
に

「ふ
れ
あ
い
陶
芸
講
座
」、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
日
月
初
日
必
着

で
〒

2
7
O
I
l
l
0
8
布
佐

平
和
台
6
の
7
の
2
富
岡
正
弘

宮

7
1
8
9
・0
6
2
6
へ

1・UI
l・2・
.--. .---. 
.・1・・

一
一一一

定
年
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
あ

り
方
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
楽
し
み

方
の
ヒ
ン
ト
が
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
で

す。日

時

ロ
月
日
日
制
午
後
1
時
初
分

受
付
、
午
後
2
時
か
ら
4
時
叩
分

場
所
ア
ピ
ス
タ

内

容

第

1
部

:
市
民
活
動
団
体
を

映
像
で
紹
介
、
第
2
部
:
・
コ
メ
デ
ィ

「明
日
に
向
か
っ
て
ボ
ラ
ン
シ
カ
」申家

+
A
T
 

蹴
脚

'ん
身
尚
、
+
小

守
A'A
 

T
E-

H
V'' 
A
 

※
定
年
を
迎
え
た
シ
ニ
ア
世
代
の
方

が
、
明
日
に
向
か
っ
て
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
活
動
の
実
現
を
目
指
し
て
模
索

し
て
い
る
様
子
を
、
コ
メ
デ
ィ
タ
ッ

チ
で
描
い
た
軽
演
劇
(
市
民
公
募
作

品
)
で
す
。

※
「
ボ
ラ
ン
シ
カ
」
と
は
、
ポ
ラ
ン

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
民
動
の
略
語
。
我

孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
造
語
で

す。

A田中信夫さん(濃出家)

脚
本
:
手
賀
馨
さ
ん
(
公
募
し
た
脚

本
を
、
脚
本
家
ジ
ェ

1
ム
ス
三
木
さ

ん
が
選
考
)
演
出
:
・
田
中
信
夫
さ
ん

(
コ
ン
パ
ッ
ト
の
サ
ン
ダ
1
ス
軍
曹

の
声
優
な
ど
数
々
の
作
品
に
出
演
)

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
:
宗
近
洋
和
さ
ん

定
員

1
5
0
人

入
場
料

5
0
0
円
(
チ
ケ
ッ
ト
代
)

入
場
券
販
塑
所

U
月
日
日
か
ら
福

祉
シ
ョ
ッ
プ
&
軽
喫
茶

「
ぽ
ぽ
ら
」

(
け
や
き
ブ
ラ
ザ
ー
階
)
、
我
孫
子

市
社
会
福
祉
協
議
会
(
我
孫
子
市
役

所
手
前
)

主
催
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

我
孫
子
市

圃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
相

談
窓
口
宮
7
1
8
5
・
5
2
3
3

あび乙国際交縮まコり
._1.1 .. iJ.25.日岨j品展ぷ孟誠一

「もっと身近に国際吏流Jをテーマに
「第16固あぴこ国際突流まつりJを行
います。

日時・場所 11月25日間午前10時
から午後4時、市民プラザ

内容テーマ展示「もっと身近に国際受
流J(チェコを知ろう)、着物の着付け、

生け花、お茶席、津軽三味線演奏日

本語講座生の発表、チェコ少年合唱団、語学講座生の発表、落語ほか

入場料無料(軽食当日券は100円から)
主催 我弼子市国際吏流協会、我孫子市

固 我孫子市国際斐流協会 (AI RA)事務局c7183・1231

チェコの少年合唱団「プ工リ・ガウ

デンテス少年合唱団Jとあびこの子ど
もの斐流会です。

日時・場所 11月24日凶午後2聞か
ら4時、我孫子南近隣センター(けや
きプラザ9階・入場無料)

内容 プ工リ・ガウデンテス少年合唱

団、印西サザンプラザ合唱団、あぴこ
少年少女合唱団、あぴこ子どもまつりJrスタッフと一緒に歌って遊びます。
固教育委員会文化課c7185-1601 

日-司

圃占星空
r-'E可

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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備
部
包〉
@ 
企?
寄蜘撫

3暴::

略黒
しはタ
て市イ
いのト
ま後ル
す援が
。、色

補付
助き
団の
体も
のの
記 tそ
で市
す竺。....
%.ヱ"
墳序
自主
は E

圃共

要携
主主
己主
省、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

.. -
赤
十
字
奉
仕
団
一
日
赤
十
字

地
域
防
災
講
演
会

日
日
月
訂
白
川

wm時
S
U時
日
分

所
ア
ピ
ス
タ
対
先
着
加
入
費
無

料
主
我
孫
子
市
赤
十
字
奉
仕
団

申
・
圃
電
話
で
生
活
支
援
謀
・
内
線

3
7
7
へ

第
叩
回
高
校
生

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
ロ
月
日
回
日
時
所
き
わ
や
か
ち

ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
(
柏
市
柏
の
葉
4
の

3
の
1
)

内
選
考
会
で
選
ば
れ
た

高
校
生
の
バ
ン
ド
演
奏
費
無
料

圃
き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
・
事

業
振
興
課
宮
7
1
4
0
・
8
6
1
5

" * K
O
Y
O
祭

第 1201号

日
日
月
口
日
出
9
時
日
分
i
U時
却

分
(
販
売
は
9
時
加
分
S
H時
)

所
県
立
特
別
支
援
学
校
流
山
高
等
学

園
(
流
山
市
野
々
下
)

内
生
徒
が

職
業
塞
習
で
作
っ
た
農
産
物
、
槌
蛎

の
苗
、
手
芸
替
問
、
縫
替
問
、
陶
磁

器
、
木
工
製
品
な
ど
の
展
示
・
販
売
、

製
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

圃
同
校

宮

7
1
4
8
・
0
2
0
0

本
場
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

日
ロ
月
2
日
制
比
時
却
分
開
演

所

け
や
き
プ
ラ
ザ

内
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

タ
ン
ゴ
の
演
奏
と
ダ
ン
ス
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
音
楽
の
演
奏

出
ウ
1
ゴ
・
パ

ガ
l
ノ
四
重
奏
団
、
エ
ル
・
ヴ
ィ
エ

ン
ト
楽
団
、
レ
イ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
、

カ
ル
ロ
ス
&
エ
リ
ア
ナ
費
3
5
0

日
・
:
日
時

所
・・・場所

O
円
(
全
席
自
由
)
チ
ケ
ッ
ト
販

売
所
我
孫
子
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

協
会
、

N
P
O法
人
ま
ご
ご
ろ

圃

我
孫
子
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
協
会

宮

7
1
8
8
・
7
2
6
0

景
観
映
像
コ
ン
サ
ー
ト

サ

?
Jド
ス
ケ
ー
プ
・
プ
J
・
ア
ピ
コ
川
・
3

日
ロ
月
9
日
制
H
時
開
演

所
湖
北

地
区
公
民
館

内
「
我
孫
子
景
観
賛

歌
」、「
ひ
ば
り
は
う
た
ひ
」、「
ふ
る

さ
と
の
」、「
お
か
あ
さ
ん
」、「
悦
い

の
あ
る
歌
」
ほ
か

出
大
久
保
光
哉

さ
ん
(
バ
リ
ト
ン
)
、
日
限
典
子
さ

ん
(
ソ
プ
ラ
ノ
)
、
小
平
れ
い
子
さ

ん
(
ア
ル
ト
)
、
新
保
道
子
さ
ん
(
ピ

ア
ノ
)
費
1
0
0
0
円
(
全
席
自

由
)
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
福
祉
シ
ョ

ッ
プ
&
軽
喫
茶

「
ぽ
ぽ
ら
」
(
我
孫

子
駅
前
け
や
き
ブ
ラ
ザ
ー
階
)
、
荒

井
書
庖
(
天
王
台
駅
南
口
)

圃
我

孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会
・
足
助
宮

7
1
8
3
・
3
6
0
3

親
子
で
楽
し
む

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
ロ
月
包
日
側
H
時
開
演

所
け
や

き
プ
ラ
ザ

内
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
(
ア

ン
ナ
・
ス
タ
ル
ノ
フ
ス
カ
ヤ
さ
ん
)
、

ハ
1
プ
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
で
ク
リ

ス
マ
ス
曲
費
1
5
0
0
円
(
子
ど

も
5
0
0
円
、
学
生
1
0
0
0
円、

シ
ル
バ
ー
無
料
)
チ
ケ
ッ
ト
販
売

所
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
&
軽
喫
茶

「
ぽ
ぽ

ら
」

(
我
孫
子
駅
前
け
や
き
ブ
ラ
ザ

ー
階
)
、
国
際
芸
術
連
盟
圃
同
連

盟
宮

ω
・
3
3
5
6
・
4
1
4
0

穆
一周
し
て
み
ま
世
ん
か

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

太
巻
き
す
し
講
習
会

日
日
月
mm
日
同
日
時

S
M時

所
湖

北
地
区
公
民
館

内
房
総
祭
り
寿
司

対
先
着
初
入
費
3
0
0
円

持
エ

プ
ロ
ン
、
三
角

-m、
ふ
き
ん
、
台
ふ

き
ん
、
筆
記
用
具
主
東
葛
飾
地
域

農
林
業
振
興
協
議
会

申
・
圃
電
話

で
あ
ぴ
こ
型

「地
産
地
消
」
推
進
協

議
会
宮
7
1
2
8
・
7
7
7
0
(火

曜
日

5
金
晦
日
)
へ

ご
っ
こ
ひ
ろ
ば
焼
き
い
も
大
会

日
日
月
日
日
冊
目
時

sm時
却
分
受

け
付
け
(
焼
き
い
も
が
な
く
な
り
次

第
終
了
)
〈
雨
天
中
止
〉

所
ふ
れ

あ
い
キ
ャ
ン
プ
場

内
焼
き
い
も
、

季
節
の
戸
外
遊
ぴ
ほ
か

対
未
就
学

児
と
そ
の
保
護
者
費
回
円
(
い
も

代
)
持
お
子
さ
ん
の
飲
み
物
主

我
孫
子
市
、
我
孫
子
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
・
児
童
部
会

圃
我

孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8

4
・
1
5
3
9
へ

ひ
と
り
親
家
庭
の

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
ロ
月
9
日
冊
目
時
却
分
i
U時

所
ア
ピ
ス
タ
対
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
子
、
先
着
1
0
0
人

費

1
0
0

円
主
す
ず
ら
ん
の
会

申
・
圃
ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2

7

O
I
l
l
9
2
市
役
所
保
育
課

(
住
所
省
略
可
)
附
7
1
8
3
・
3

4
3
7
・
内
線
4
4
9
へ

作
ろ
う
ー

で
っ
か
い
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

日
ロ
月
1
日
回
目
時
却
分

i
M時
却

分

所
柏
市
中
央
公
民
館

内
工
作

指
導
:
・沼
尻
昭
子
さ
ん
・
島
久
幸
さ

ん
(
彫
刻
家
)
、
お
話

「も
う
い
ち

ど
考
え
て
子
育
て
」
講
師
:
・内
海

崎
貴
子
さ
ん
(
川
村
学
園
女
子
大
学

准
教
授
)

対
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
先
着
却
組
費
無
料

申
・
圃
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
で
住
所
、

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

器
、
電
話
番
号
、
託
児
(
要
予

約
)
希
望
の
有
無
を
明
示
し
、
ち
ぱ

県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
東
潟
飾
セ
ン
タ

ー
宮
7
1
4
0
・
8
6
0
2
m
7
1

4
0
・
8
6
0
4
E
メ
1
ル
w
'
W
O

Nω@BN-官
民
-nyFZ-fv
へ

防
災
研
修

あ
な
た
を
守
る
の
は
あ
な
た
自
身

日
ロ
月
8
日
出
・
日
日
出
、
い
ず
れ

も
日
時
市
役
所
正
面
玄
関
集
合
(
パ

ス
で
移
動
)
、
口
時
解
散

所
千
葉

県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
(
松
戸
市
)

内
災
害
に
備
え
て
正
し
い
防
災
知
識

を
学
ぶ

対
市
内
在
住
の
方
、
各
日

初
人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)
費

無
料

申
・
圃
ハ
ガ
キ
か

E
メ
l
ル

で
研
修
名
、
参
加
希
望
日
、
住
所
、

時
制
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

U
月

初
日
必
着
で
〒
2
7
o
l
-
-
9
2

市
役
所
市
民
安
全
室
(
住
所
省
略

可
)
・
内
線
2
1
7
E
メ
1
ル帥

E

5
5
8
8ロ@の
Fq・ω
E
W
0・
n
E

σω-V
へ

認
知
症
の
方
の
家
族
の
つ
ど
い

日
U
月
勾
日
同
日
時

S
M時

所
保

健
セ
ン
タ
ー

内
舶
認
粗
征
の
人
と

家
族
の
会
千
葉
県
支
部
の
方
を
交
、
え

た
究
流
会
、
認
粗
征
サ
ボ
l
タ
l
養

成
講
座

対
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族
費
無
料

圃
介
護
支

援
謀
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室

日
日
月
お
日
制
日
時
却
分

5
日
即
時
却

分
(
毎
月
第
4
水
曜
日
開
催
)
所

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
潟
飾
支
所

内
犬
の
習
性
と
、
正
し
い
飼
い
方
を

学
ぶ
講
習
会
、
モ
デ
ル
犬
に
よ
る
実

習
ほ
か
費
2
5
0
0
円
(
条
件
に

よ
り
飼
い
犬
同
伴
可
3
5
0
0
円
)

申
・
圃
電
話
(
要
予
約
)
で
同
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
9
1
・
0
0
5
0
へ

中
高
年
の
た
め
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
&

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
講
習
会

日
ロ
月
1
日
出
・
日
日
出
、
平
成
却

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み

(
2
0
0
8
)
年
1
月
四
日
出
、

2

月
2
日
出
(
全
4
回
)
9
時
初
分
i

u時
所
布
佐
南
小
学
校
体
育
館

対
先
着
回
入
費
1
0
0
0
円
(
全

4
回
)
、
一
回
3
0
0
円

持

室

内

用
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装

申
・
圃
ハ
ガ
キ
か

Vァ
ク
ス
で
講
習
会
名
、
住
所
、
町

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
〒
2
7
O
I
l
-
-
1
古
戸

6
9
6
市
民
体
育
館
肉
体
育
課
宮
7

1
8
7
・
7
5
5
5
m
7
1
8
7
・

1
1
5
7
へ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

日
ロ
月
2
日
制
・

9
日
制
・
日
日
制

(全
3
回
)
9
時
初
分
i
U時
加
分

所
川
村
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
必
歳

以
上
で
全
日
程
参
加
で
き
る
初
心
者
、

先

着

羽

入

費

5
0
0
円
(
保
険

代
)
申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
、

住
所
、
ぎ
な
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
あ
て
先
を
明
記
し
、
一
T
2
7
o

l
-
-
7
3
背
山
8
4
7
の
5越
前

良
男
宮
7
1
8
4
・
7
6
3
5

へ

第
沼
田

我
孫
子
市
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日
ロ
月
お
日
鯛
9
時
受
け
付
け

所

市
民
体
育
館
種
一
般
男
女
別
シ
ン

グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
費
シ
ン
グ
ル

ス
:
・1
0
0
0
円
(
会
員
8
0
0
円、

市
内
小
中
学
生
5
0
0
円
)
、
ダ
ブ

ル
ス
:
・
1
組
2
0
0
0
円
(
会
員
1

6
0
0
円
、
市
内
小
中
学
生
1
0
0

0
円
)
申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、

種
目
、
所
属
名
、
住
所
、
殿
町
(
ダ

ブ
ル
ス
の
場
合
は
2
人
分
)
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
ロ
月
7
日
必
着
で

〒

2
7
O
I
l
l
6
5
並
木
7
の
日

の
4
平
田
正
子
宮
7
1
8
4
・
3
5

5
0
へ

ピ
ヨ
ピ
ヨ

親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
ロ
月
お
日
鯛
9
時

i
m時
却
分
、

U
時
加
分
S
U時、

M
時
加
分

5
日即

時
(
雨
天
実
施
)

所
吉
田
記
念
テ

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー
(
柏
市
花
野
井

9
3
6
の
1
)

対
テ
ニ
ス
が
初
め

て
の
幼
稚
園
児
・
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
、
各
回
先
着
鈎
組
費
親
子
1

組
5
0
0
円
(
お
子
さ
ん
2
人
目
か

ら
1
人
2
0
0
円
)

申
・
圃
電
話

で
側
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ

ー
ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

教
室
宮
7
1
3
4
・
3
0
3
0
へ

高
齢
者
の
為
の
器
具
を
使
用
し
な
い

運
転
教
室
ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

日
ロ
月
四
日
か
ら
毎
週
火
昭
日
・
金

曜
日
(
全
包
囲
)
日
時

i
u時
所

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
転
ば
な
い

た
め
に
、
主
に
下
半
身
を
鍛
え
る
運

動

対
市
内
在
住
の
臼
歳
以
上
の
方

5
人
程
度
(
応
募
者
多
数
時
は
抽

選

)

費

月
3
0
0
0
円

持
シ

ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
・

圃
電
話
で
日
月
初
固
ま
で
に
我
孫
子

市
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
4
・

1
5
3
9
へ

高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ
す

事
務
補
助
・
子
育
て
支
援
技
能
講
習

日
ロ
月
口
日
開

1
2
日
働
(
全
5
日

間
)
9
時
加
分

5
日
時
加
分
所
閉

朝
日
学
園
明
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

学
校
(
松
戸
市
新
松
戸
1
の
1
3
0

の
1
)

内
恥
初
事
務
補
助
講
習
、

h
m子
育
て
支
援
講
習
対
東
葛
地

区
在
住
の

ωsum歳
の
方
で
全
日
程

参
加
で
き
る
方
、
各
加
入
(
応
募
者

多
数
時
は
抽
選
)
費
無
料

申
・

圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
講
座
ナ

ン
バ
ー
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
時
制
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
面
に
あ
て

先
を
明
記
し
、
ロ
月
5
日
必
着
で
〒

2
6
0
1
0
0
1
3
千
葉
市
中
央
区

中
央
3
の
9
の
時
三
井
生
命
ピ
ル
細

千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
宮
0
4
3
・
2
2
7
・
5
1
1

2
へ脳の
健
康
教
室

「
脳
力
ク
ラ
ブ
」

日
ロ
月
初
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
(
全

ロ
回
)
①
日
時
②
日
時
③
H
時

所

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

①
金
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
③
布
佐
地

区
社
会
福
祉
協
議
会

内
簡
単
な
読

み
書
き
計
算
、
脳
の
衰
え
を
防
ぎ
認

知
症
を
予
防

対
市
内
在
住
の
臼
歳

以
上
の
方
、
各
6
人
程
度
(
応
募
者

多
数
時
は
抽
選
)
費

月
3
0
0

0
円
(
教
材
費
1
5
7
5
円
を
含

む
)

申
・
圃
電
話
で
日
月
初
固
ま

で
に
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
宮

7
1
8
4
・
1
5
3
9
へ

生
涯
学
習
講
座

「
た
ま
ゆ
ら
の
会
」

日
日
月
お
日
何
回
時

5
日
時
加
分

所
け
や
き
プ
ラ
ザ

内
「
手
書
き
の

楽
し
さ

i
年
賀
状
の
書
き
方
j
」
講

師
:・
関
口
和
子
さ
ん
(
家
庭
倫
理
の

会
)

対
当
日
先
着
加
入
費
無
料

圃
野
口
宮
7
1
8
5
・
3
9
9
3

美
し
く
年
を
重
ね
る
た
め
の

お
化
粧
講
座

日
ロ
月
6
日
同
日
時
初
分
1
日
時
初

分

所
ア
ビ
ス
タ

内
お
化
粧
の
仕

方
講
座
講
師
:・
資
生
堂
社
会
貢
献

活
動
担
当
者

対
市
内
在
住
の
印
歳

以
上
の
女
性
の
方
、
先
着
お
人
費

2
0
0
円
申
・
圃
電
話
で
お
化
粧

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「り
ん
ご
の
木
」
・

田
口
宮
7
1
8
8
・
9
9
6
2
へ

フ
7
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
第
3
弾

一
と
び
だ
せ
ケ
ン
ダ
マ
ン
E
-

日
ロ
月
2
日
冊
目
時
却
分

所
湖
北

小
学
校
体
育
館
費
1
5
0
0
円

(
複
数
枚
ま
と
ま
る
と
割
引
あ
り
)

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
1

ふ
旬
。
な

ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
示
し
、
あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇
場
宮
削

7
1
8
8
・
9
0
7
8
、
E
メ
l
ル

与
σ芸
庄
日

@
5
5
0・
og-D0・』

℃
へ新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

歌
声
喫
茶

日
ロ
月
2
日
冊
目
時
却
分
1
日
時
却

分

所
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

出
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
伴
奏
:・
類
地
普
朗
さ

ん
、
歌
の
指
導
:・
鈴
木
勝
夫
さ
ん

費
5
0
0
円
(
飲
み
物
、
菓
子
付

き
)

申
・
圃
会
費
を
持
参
し
て
直

接
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

8
・
2
0
1
0
へ

第
6
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

日
ロ
月
1
日
出
ロ
時

i
M時

所
船

橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
(
船
橋
市
本
町

7
の
日
の
1
)

内
講
演
「
消
化
器

ス
ト
1
マ
造
設
後
の
長
期
的
な
管

理
」
講
師
:・
渡
辺
義
こ
さ
ん
(
船
橋

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
)
、

「
ス
ト
1
マ

周
囲
皮
膚
の
ケ
ア
に
つ
い
て
と
尿
も

れ
の
種
類
と
対
応
」
講
師
:
・
大
塚
員

由
美
さ
ん
(
同
医
療
セ
ン
タ
ー
)
、

補
装
具
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
質
疑
応
答

ほ
か
対
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

(
人
工
庇
門
・
人
工
問
問
脈
造
設
者
)

と
そ
の
家
族
、
関
係
者
費
無
料

申
・
圃
電
話
で
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
1

協
会
包
0
4
7
・
4
5
2
・
6
4
3

3
(月
・
火
・
金
曜
日
の
み
)
へ

ぼ
し
ゅ
う

我
孫
子
市
遺
族
会
会
員

内
全
国
・
県
・
市
の
戦
没
者
追
悼
式

へ
の
参
列
靖
国
神
社
、
護
国
神
社

の
参
拝
事
業
、
会
員
親
睦
の
た
め
の

県
外
研
修
ほ
か

対
市
内
在
住
の
戦

没
者
の
遺
族
費
正
会
員
4
0
0
0

円
(
戦
没
者
の
喪
)
、
準
会
員
1
0

0
0
円
圃
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協

議
会
宮
7
1
8
4
・
1
5
3
9
へ

助
産
師

勤
務
期
間
ロ
月
か
ら
勤
務
時
間
随

時

勤

務
場
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

内
新
生
児
・
妊
産
婦
の
訪
問
な
ど

対
助
産
師
免
許
と
普
通
運
転
免
許
証

を
有
す
る
方
、
若
干
名
費
訪
問
1

件
に
つ
き
4
0
0
0
円
(
双
子
の
場

合
は
6
0
0
0
円
)

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

健
康
づ
く
り
支
援
課
宮
7
1
8
5
・

1
1
2
6
へ。

市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号ft7185-1111包 は「あびこ楽校jの事業です。
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お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
日
月
幻
日

ω日
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)
所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
日
月
幻
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
五
一
一
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

献
血
に
ご
協
力
を

日
ロ
月
3
日
開
9
時
初
分
1
日
時
必

分
、
日
時

5
日
時
却
分

所
市
役
所

1
階
ロ
ピ

1

対
体
重
:
・
男
性
記
均

以
上
・
女
性
必
見
以
上
、
年
齢
:・日

iω
歳
(
臼
歳
以
上
の
方
は
、

ω
i

h
M
歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
)

持
献
血
カ
l
ド
、
身
分
証
明
書
(
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
)

圃
生
活
支
援
課
・
内
線
3
7
7

固
有
地
を
売
却
し
ま
す

説
明
日
・
所
平
成
却

(
2
0
0
8
)

年
1
月
げ
日
同
日
時
、
我
孫
子
市
都

3
の
日
(
現
地
)
入
札
日
時
・
所

平
成
却

(
2
0
0
8
)
年
1
月
白
日

岡
山
時
加
分
、
利
根
川
下
流
河
川
事

費
附
(
喬
取
市
佐
原
イ
4
1
4
9
)

圃
国
土
求
通
省
利
根
川
下
流
河
川
事

費
附
・
経
理
課
宮
0
4
7
8
・
臼
-

F
b
q
U
F
O
つ臼

お
時
間
A
I
D
S
電
話
相
談

ロ
月
1
日
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
l
に

ち
な
ん
で
、
全
国
A
I
D
S電
話
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
ロ
月
1
日
回
目
時
1
2日
側
辺
時

相
談
電
話
番
号
宮
0
1
2
0
・
5
4

5
0
3
6

圃
相
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
-
健
康
生
活
支
按
謀
宮
7
1
6
7

.
胃
ょ
っ
臼

F
b
F
b

守
ろ
う
!
確
か
め
よ
う
!

こ
の
最
低
賃
金

県
内
で
働
く
労
働
者
(
パ

1
ト、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
)
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る

「千
葉
県
最
低
賃

金
」
が
平
成
四

(
2
0
0
7
)
年
目
月

四
日
か
ら
時
間
額
7
0
6
円
(
従
来

は
6
8
7
円
)
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
千
葉
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
宮
0
4
3
・
2
2
1
・
2

売
却
予
定
地
我
孫
子
市
都
3
の
日
外

1
筆
・
宅
地
7
9
1
・
m
ぱ

現

場

命

wgぬ
V
③

ち
ゃ
れ

尾
上
気
風
ち
ゃ
ん

(
湖
北
台
・

1
歳
3
カ
月
)

あ
写
真
大
路
き
あ
散
歩
大
路

き
お
せ
ん
べ
大
5
括
き
。
で
も

1
番
大
路
き
は
・
:
マ
マ
と
パ
パ
り

我敵
ガ歩只護
家ガ舎益 事悼
の大い宰 ZZま
暴路定 fi;;rの
れきず訂正

名実量 7健三
将気 ' イトす
軍ぃ孟守今村
喜131語号
。いおとZ ん

3
2
8
へ。

県
警
に
よ
る
災
害
警
備
訓
練

千
葉
県
替
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
利
用
し
た
災
害
普
備
訓
練
を
行
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
日
月
辺
日
側
、

9
時

i
u時
ご
ろ

ま
で
(
雨
天
中
止
)
所
利
根
川
ゅ

う
ゅ
う
公
園
(
サ
ッ
カ
ー
場
)

圃

千
葉
県
普
察
本
部
響
備
部
第
三
機
動

隊
宮
7
1
3
1
・
9
9
2
1

年
金
無
料
相
談
会

日
日
月
お
日
開
日
時

1
日即時

所
我

孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
け
や
き
プ

ラ
ザ
8
階
)

内
年
金
セ
ン
タ
ー
相

談
員
(
社
会
保
険
労
務
士
)
に
よ
る

年
金
無
料
相
談
、
加
入
記
録
照
会
可

(
後
日
郵
送
・
要
年
金
手
帳
)

対

先
着
叩
人

申
・
圃
電
話
で
年
金
を

考
え
る
会
・
竹
本
宮
0
9
0
・
1
6

5
3
・
6
4
3
6
へ

メ
ー
ル
配
信
内
容
を

J
:
C
O
M
の
イ
ン
タ
ラ
ク
T
V
へ
掲
載

日
月
1
日
か
ら
J
-
・C
O
M東
関

東
で
は
、
我
孫
子
市
メ
l
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
の
防
災
・
防
犯
、
不
審
者
、

防
災
無
線
、
選
挙
情
報
を
、

J
:
C

O
M
T
V
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
が
無
料

で
閲
覧
で
き
る
イ
ン
タ
ラ
ク
T
V
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
側
ジ
エ
イ
コ
ム
東
関
東

51昭/2
以下

12略/t

6.3略/2
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国の定める手賀沼の
水質環境基準 (C0 0値)

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COD値

平成19年10月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成18年10月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

カ
ス
タ
マ

l
セ
ン
タ
ー
宮
0
1
2
0

.
9
9
9
・
0
0
0
へ。

鳥
の
博
物
館
カ
レ
ン
ダ
ー
の

サ
イ
ズ
を
訂
正

広
報
あ
ぴ
こ
日
月
1
日
号
5
面
の

「来
年
は
烏
の
博
物
館
カ
レ
ン
ダ
ー

で
」
の
記
事
中
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
サ

イ
ズ
を

「
フ
ル
カ
ラ
l
卓
上
サ
イ

ズ
」
か
ら

「見
聞
き
A
3
版
壁
掛
け

タ
イ
プ
」
に
訂
正
し
ま
す
。

争
このコーナーに掲裁を希望する方
l武広報掲裁依頼書(市役所広報室
に用意または我弼子市のホームペー
ジからダウンロード)に必要事項を
記入のうえ、掲議希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。
掲援する内容はイぺン卜名・日l持
場所・内容・費用・問い合わせ先な
どです。詳しい内容の確認let，当事
者閣で行うようお願いします。

圃広報室B7185・1269
制7185-0127

蔽市民伝言

‘' 
講
演
・
催
し

V
樹
木
講
習
会
日
月
口
日
回
目
時

s
u時
。
北
千
葉
導
水
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
。

「樹
木
か
ら
学
ぶ
管
理
方

法
」
講
師
:・
高
野
光
利
さ
ん
(
樹
木

医
)
。

ω人。
1
0
0
0
円
(
テ
キ

ス
ト
代
)
。
電
話
で
側
光
風
ガ
ー
デ

ン
宮
7
1
8
2
・
9
8
7
6

V
相
馬
霊
場
八
十
八
カ
所
巡
り
日

月
四
日
制
9
時
布
佐
駅
北
口
集
合
、

湖
北
駅
解
散
(
雨
天
時
は
お
日
制
)
。

観
音
堂
↓
竹
内
神
社
↓
浅
間
神
社
↓

日
秀
観
音
ほ
か
。

5
0
0
円
。
弁
当
、

タ
オ
ル
持
参
。
当
日
忍
存
。
棚
町
宮

0
2
9
7
・
九
・

7
5
8
8

V
遺
言
セ
ミ
ナ
ー
日
月
沼
田
細
目

7.5~ /2 

|ア内交通(人身)事故発生件数 l
:孫子警察署管内・i(IJ月[CjJ日現在!II

公共施設利用の活動let、優先的に
湯所ガ確保されているものではあ

りまぜん。

時

i
u時
。
ア
ピ
ス
タ
。
遺
書
舎
の

作
成
(
相
続
を
争
族
と
し
な
い
た
め

に
)
。
先
着
加
入
。

5
0
0
円
(
資

料
代
)
。
要
予
約
。

N
P
O法
人
老

い
じ
た
く
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
・
竹
本

宮

0
9
0
・
1
6
5
3
・
6
4
3
6

V
消
し
ゴ
ム
ス
タ
ン
プ
講
習
会
日

月
勾
日
側
、
ロ
月
1
日
出
・
日
日
同

ロ
時
却
分
i
U時
却
分
。
ア
ピ
ス
タ
。

初
心
者
や
お
子
様
で
も
簡
単
に
作
れ

る
年
賀
ハ
ガ
キ
作
成
。
各
回
1
0
0

0
円
。
田
中
宮
7
1
8
5
・
3
9
1

5 V
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
1
自
体
験
!

日
月
お
日
嗣
U
時
S
H時
。
ふ
れ
あ

い
キ
ャ
ン
プ
場
。
話
回
収
穫
祭
、
そ

と
あ
そ
び
。
幼
稚
園
年
中

i
小
学
生

10月の発生件数 47件
今年の発生件数(1月-)430件
前年同期比 ー87件
10月の死者数 0人
今年の死者数(1月-) 2人
前年同期比 '!O人
10月の負傷者数 53人
今年の負傷者数(1月-)517人
前年同期比 ー127人

の
女
子
と
保
護
者
。
無
料
。
は
し
、

う
つ
わ
、
水
筒
、
敷
物
持
参
。
北
嶋

g
m
7
1
8
4
・
4
5
3
1

V
家
庭
介
護
教
室

(
シ
リ
ー
ズ
全
4

回
)
第
3
回

日

月
お
日
冊
目
時

S

U
時
。
ケ
ア
プ
ラ
ザ
柴
崎
。
認
知
症

へ
の
理
解
E
。
先
着
却
人
。

1
0
0

0
円
。
後
援
(
医
)
創
造
会
。

N
P

O
法
人
A
M
A協
会
・
重
贋
宮
7
1

8
1
・
3
1
0
0

V
第
叩
回
創
造
会
健
康
ま
つ
り
日

月
お
日
岡
山
時

1
日
時
。
平
和
台
病

院
。
大
学
教
授
講
演
、
無
料
骨
密
度

測
定
、
各
種
医
療
相
談
、
け
ん
玉
教

室
、
フ
リ
1
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
屋
台
ほ

か
。
菊
地
雷
7
1
8
9
・
1
2
6
7

V
柏
市
民
吹
奏
楽
団
第
羽
田
演
奏
会

日
月
お
日
側
M
時
却
分
。
柏
市
民
文

化
会
館
。
組
曲

「
戦
場
に
架
け
る

橋
」
ほ
か
、
豊
田
晃
生
さ
ん
(
指

揮
)
。
前
売
り
4
0
0
円
、
当
日
4

5
0
円
、
小
学
生
以
下
無
料
。
松
村

宮

7
1
6
9
・
9
5
2
9

V
第
時
国
エ
ス
ト
レ
l
ラ
バ
レ
エ
発

表

会

日

月
お
日
冊
目
時
却
分
開
演
。

印
西
市
文
化
ホ
1
ル。

「
オ
ー
ロ
ラ

姫
の
結
婚
」
ほ
か
。
入
場
無
料
。

※
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
エ

ス
ト
レ

l
ラ
バ
レ
エ
」
で
検
索
。

荒
井
宮
7
1
8
9
・
5
8
8
5

V
ア
l
ト
フ
ラ
ワ
ー

xマ
ス
講
習
会

日
月
お
日
開
・

mm
日
同
日
時
初
分

1

日
時
。
け
や
き
プ
ラ
ザ
。
手
染
め
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ッ
ト
で
コ

サ
ー
ジ
ュ
作
成
。

3
1
5
0
円
(
材

料
代
)
。
要
予
約
。
宮
代
宮
0
8
0

.
5
1
7
2
・
6
8
0
3

V
ト
l
ル
ペ
イ
ン
ト
体
験
会
①
日

月
お
日
側
、
②
ロ
月
6
日
同
・
③
初

日
例
。
ア
ビ
ス
タ
ま
た
は
湖
北
地
区

公
民
館
。
①
②
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ー

ト
、
③
ウ
エ
ル
カ
ム
プ
レ
ー
ト
。

2

0
0
0
円
。
※
詳
し
く
は
電
話
で
安

部
宮
7
1
8
8
・
9
2
1
9
へo

v
「
ダ
ン
ス
の
日
」
記
念
パ
ー
テ
ィ

日
月
却
日
同
日
時
却
分

i
v即
時

却
分
。
け
や
き
プ
ラ
ザ
。

5
0
0
円

(
飲
み
物
付
き
)
。
主
催
側
J
B
D
F

千
葉
県
ア
マ
チ
ュ
ア
地
域
協
会
。
後

援
制
J
B
D
F東
部
総
局
千
葉
県
支

局
。
芳
賀
宮
7
1
8
4
・
9
2
0
8

V
あ
み
も
の
講
習
会
と
作
品
展
示

ロ
月
1
日
出
9
時
加
分
5
日
時
部
分
。

ア
ピ
ス
タ
。
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
用
の
マ
フ
ラ
ー
。
1
8
0
0
円
(
材

料
代
含
む
)
。
要
予
約
。
※
展
示
:-

U
月
口
日
出

s
m日
働
・
ア
ビ
ス
タ
。

松
元
宮
7
1
8
5
・
2
7
1
4

V

「湖
北
・
布
佐
高
校
」
統
合
後
の

学
校
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

日
月
初
日
働
時
時
加
分
。
布
佐
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ホ
l
ル
。
無
料
。
湖
北
高

校
と
布
佐
高
校
の
教
育
を
守
る
会
・

加
藤
宮
7
1
8
9
・
1
7
8
1

V
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
放
醗
く

ら

ぶ

ロ

月
2
日
制
M
時

5
日即時。

ア
ビ
ス
タ
。
「圏
内
初
の
大
学
新
聞
の

発
行
と
楚
人
冠
」
講
師
:・
美
崎
大
洋

さ
ん
、

「
布
佐
の
鎌
倉
物
語
」
講
師

:・
戸
田
七
支
さ
ん
。
先
着
加
入
。
無

料
。
伊
藤
宮
7
1
8
3
・
4
2
0
1

V
第
印
固
定
期
演
奏
会

ロ
月
2
日

制
U
時
開
演
。
ア
ミ
ユ
ゼ
柏
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
1
ル
。
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
、
サ
ン
タ
の
そ
り
で
お
固
め

ぐ
り
。

2
0
0
0
円
(
高
校
生
以
下

1
0
0
0
円
)
〈
全
席
自
由
〉
。
茂

木
宮
7
1
4
7
・
0
2
1
2

V
第
7
回

一
影
会
絵
画
展
日
月
お

日
制

i
u月
2
日
制

9
時

i
u時

(
お
日
は
日
時
か
ら
、

2
日
は
日
時

ま
で
)
。
き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
ブ
ラ

ザ
ー
階
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
無
料
。

鈴
木
宮
7
1
8
4
・
7
3
4
4

V
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
ロ
月
8

日
回
目
時
。
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝

堂
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
・
ク
リ
ス
マ

ス
キ
ャ
ロ
ル
ほ
か
。
指
揮
:・
片
山
み

ゆ
き
さ
ん
、
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
碧

&
き
な
り
ね
ほ
か
。
無
料
。
要
問
合

せ
。
阿
部
宮
7
1
8
4
・
0
0
9
3

V
気
功
身
心
健
康
セ
ミ
ナ
ー
ロ
月

9
日
冊
目
時
叩
分
受
け
付
け
、
日
時

加
分
開
始
。
近
セ
こ
も
れ
ぴ
。
「
よ

り
快
適
に
生
活
す
る
た
め
に
」
講
師

:・
目
的
殿
山
富
骨
院
院
長
。
先
着
初
人
。

3
0
0
円
。
(
要
予
約
)
山
中
宮
0

9
0
・
9
9
6
1
・
8
8
3
4

会
員
・
仲
間
募
集

V
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
・
は
づ
き
会

毎
月
第
2
・
4
同
日
時

i
ロ
時
。
我

孫
子
商
近
セ
(
け
や
き
プ
ラ
ザ
内
)

ほ
か
。
講
師
射
義
正
ん
。
初
心

者
、
経
験
者
共
に
歓
迎
。

月
3
0
0

0
円
。
高
橋
宮
間
7
1
8
2
・
5
4

7 
9 
V
ワ
ー
ル
ド
ス
テ
イ
英
会
話
毎
週

ω
9時
記
分
S
U時
。
久
寺
家
近
セ

ほ
か
。
中
3
程
度
で
海
外
旅
行
等
に

役
立
つ
実
用
英
会
話
。
テ
キ
ス
ト
は

N
H
K
ラ
ジ
オ

「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
英

文
法
」
。
先
着
8
人。

月
3
5
0
0

円
。
桑
子
宮
7
1
8
4
・
3
6
4
3

V
か
が
り
び
山
の
会

第
2
・
4
附

柏
豊
四
季
台
近
セ
。
ハ
イ
キ
ン
グ
・

沢
・

雪
山
ま
で
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
で

若
者
か
ら
中
高
年
ま
で
元
気
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

入
1
5
0
0
円、

月

5
0
0
円
。
山
本
宮
0
9
0
・
3
9

1
7
・
9
1
0
0

不
周
回
目
情
報

"
醸
り
ま
す
"

。
無

料

で

申
小
鳥
の
屋
湖
付
き

小
屋
(
高
さ
1
6
5
m
×
市
川
河
佃

×
奥
行
き

ω仰
)
:・
黒
田
宮
7
1

8
3
・
2
6
8
9

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費f市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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無制主眼会
I終わりよければすべてよしJAll's Well that Ends Well 
羽田澄子さん演出。いま話題の映画を無料上映します。この映画は終末

期医療の問題を取り上げています。すべての人にとって、絶対に避けられ

ない「死J…。自宅での安らかな死を望んでも往診してくれる医師も少な
く難しい状態・・。映画では、日本での先進的な在宅医療、さらにオースト

ラリア、スウェーデンの状況も取材し終末期医療について問いかけます。

日時 11月28日制午後2回上映

第1固…アビスタホーjレ、午後1時30分から3時30分

第2回..湖北台近隣センター、午後6時'30分から8時30分

園高齢社会への対応を探る会・遠藤O090・5535・0431

~高齢社会への対応を探る会~

-ー-t1 第 1201号

10月13日、秋の晴れ間が時折顔をのぞか

せる絶好の駅伝日よりのなか、第61回東葛駅

伝が開催されました。

大会には、東葛地区の中学校70枝が参加し、

野田市陸上競技場から松戸市立中部小学校ま

での10区間32.0kmのコースを走りました。
白山中は7区で首位の逆井中をとらえ、そ

の後は、野田南部中との競り合いを制し、 1

時間43分20秒の好タイムで優勝しました。

白山中 14年，3¥り7度目の優勝
第61回東葛駅伝大会で

側目立総合経営研修所のご厚意で、紅葉の美しい同研修所の庭園を公開します。今春の

庭園公開は、庭内の工事でお休みしたため一年ぶりの再開となります。

日時 12月1日目午前10時から午後4時(当日午後3時までの受け付け) (雨天の場合
は12月2日(日))
場所 目立総合経営研修;pJT(我孫子中学校前) (駐

車場無し。ペット、飲食物の持ち込み不可)

内容 フルートとコカリナの演奏、茶亭「ほととぎ

すJで茶菓のサービス。先着500人に四季のしおり
と工コ蹴をプレゼン卜。食堂では「白樺派の力レ

ーJも召し上がれます。 (550円、限定300食)
参加費 100円(小学自ユ下無料)

*庭園公開運営費(保険料ほか)として「我弼子の景観を育てる会Jに納入されます。
主催・固我弼子の景観を育てる会・吉津O090-6034-9149

腕ト」
酬
一み
と
力
一
パ走

行
ゆっ企

制服川ゅうゅう公園をレシゲ畑I(!
幼稚園児と我孫子ロータリークラブで種まき
利根川ゅうゅう公園スポーツソ

ーンの多目的スポーツフィーjレド

脇にレンゲ畑をつくりました。

レンゲの種と肥料は、我孫子ロー

タリークラブからご寄付をいただ

き、種まきはロータリークラブメ 企ロータリークラ

ンパーと湖北白ばら幼稚園年中組の子どもたちが一緒に行いました。

このレンゲ畑にピンク色の花が一面に咲くのは、来年の5月初旬ごろになります。

日時平成20(2008)年1月14日腕

。午前の部(我孫子中学校区、白山中学校区)受け付け…午前10時から10時30分、式典

…午前10閏30分から11時30分

。午後の部(久寺家中学校区、湖北台中学校区、湖北中学校区、布佐中学校区)受け付け

…午後1時'30分から2時、式典・・午後2聞から3時

rb 盈語圏~司圃園E 場所 けやきプラザふれあいホーjレ(我弼子駅南口)
対象昭和62年4月2日~昭和63年4月1日生まれの方

※12月上旬に案内通知を発送します。
※市内小・中学校卒業生で市外在住の方も出席できます。

主催成人式企画運営会議、我孫子市教育委員会

園教育委員会社会教育課O7185・1602

短歌
榊原敦子 選

ラヴヒ-w郁でNECの選手ガ健闘
千葉県ラグビースクールトーナメン卜大会を開催
砂ー・固~空 証 9月に開幕したラグビーW杯フランス大会では、
フ ... ‘・司副・・・・・・a
イ凶 E ・E・.... 司圃圃園日本代表としてNECグリーンロケッツから4人

が出場。その中の1人箕内拓郎選手は主将として

チームを引っ張りました。結果は1分3敗とW杯

通算2勝目を挙げることはできませんでしたが、

最終戦のカナダ戦では終了間際にトライ&ゴール

で追いつき引き分けました。

提供 (C)JRFU また9月29日には、未来の代表を夢見る子ども

たちが集う千葉県ラグビースクールトーナメン卜大会がNEC我頚子事業所で行われ、

県内から13チーム547人の選手が出場しました。我諌子ラグビースクールからは1:年

生から6年生の全学年がエントリーし、 1・2・3年生の部でそれぞれ優勝しました。

俳句
染谷車選

あぴこ植物図鑑

注
射
よ
り
二
十
五
年
の
ち
判
明
し
C
型

肝

炎

に

一

安

借

入

院

す

小

出

礼

子

{評
}
厚
生
省
の
相
慌
さ
が
生
ん
だ
惨
事
。
か
か
る
彼
等
は
役
人
と
い
う
よ
り
悪
人
で
あ
る
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
死
に
残
り
ゆ
え
吾
れ
生
ま
る
亡
父
の
思
い
は
吾
が
血
と
な
り
ぬ
(
新
か
な
)
詠
み
人
し
ら
ず

{評
}

「
死
に
残
り
」
と
は
重
い
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
兵
の
生
還
は
血
の
継
承
を
射
し
得
た
。

短
恥
を
詠
む
中
二
の
子
ら
の
長
き
脚
つ
く
え
の
下
に
を
さ
ま
り
き
ら

ず

石

河

和

子

難
聴
の
夫
が
部
屋
に
弾
く
キ
ー
ボ
ー
ド
音
は
づ
れ
で
も
又
も
ど
り
ゆ
く
瀬
谷
美
知
子

指

折

り

て

餅

ふ

る

民

ぎ

の

補

こ

え

八

十

二

歳

の

歌

手

}

生

き

ゆ

く

木

村

梅

そ
の
う
ち
に
と
読
ま
ず
に
積
み
で
あ
る
本
の
未
知
の
世
界
が
吾
を
待
つ
秋
海
老
塚
恵
美
子

足

裏

に

感

触

の

こ

る

霜

柱

の

遠

き

日

想

ひ

落

葉

ふ

み

ゆ

く

松

本

守

正

土
の
上
な
が
き
イ
ガ
イ
ガ
た
て
が
み
に
ラ
イ
オ
ン
顔
の
配
新
ひ
と
つ
渡
辺
詔
子

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
醤
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巳

限
り
ま
す
。
投
稿
さ
れ
だ
作
品
は
、
選
者
巳
よ
り
添
削
す
る
望
号
あ
り
ま
す
の
で
ご
ゴ
承
く
だ
さ
い
。

「
青
少
年
(
市
歳
以
下
)
の
部
」
へ
応
募
す
る
方
は
、
必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
事
先

干

2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室
(
住
所
省
略
可
)
へ

※
没
穂
す
る
万
は
、
氏
名
巴
ふ
り
が
な
を
記
劃
劃
し
て
く
だ
さ
い
。

栗
帰
ぜ
て
横
座
に
父
の
在
り
し
こ
ろ
岡
本
邦
男
あ
る
じ

{評
}
炉
端
で
栗
を
焼
い
た
若
き
日
を
回
想
。
正
面
に
は
主
と
し
て
い
つ
も
元
気
な
父
が
い
た
。

脇

役

の

母

も

着

飾

る

七

五

三

川

上

進

也

{評
}
主
役
の
子
ど
も
は
当
然
。
と
こ
ろ
が
母
親
も
着
飾
る
と
言
っ
て
、
さ
ら
に
慨
仕
が
ま
し
い
。

日
差
し
に
も
戻
る
優
し
さ
秋
ざ
く
ら
脅
山
陽
子

よ

は

ひ

縦

め

し

に
が
き
味
を
好
む
齢
に
む
か
ご
飯
小
林
光
江

肺
が
ん
の
検
診
受
け
て
冬
を
待
つ
下
田
繁
樹

寧
じ
ら
み
つ
け
て
散
歩
の
均
一
一戻

る

奥

理

吏

江

ほ
し

骨
拾
ふ
箸
の
長
さ
よ

暮

の

秋

野

口

コ

ウ

塔
臨
も
無
い
空
の
脅
さ
や
敬
老
日
松
村

君
代

すす呂gク申Wr&
(とうだいぐさ科)

※むかご飯 ー ー

秋の季語。会会手は、

山芋や長芋などの遂の

葉の付け根につく肉芽

で、それを皮の付いた

まま炊き込んだご飯。

独特の風味ある秋の

味覚である。

文-写真・イラス卜佐久間偉行

.~rt"D 

子

ιア一

人

i
九

月

ご

ろ

、

我

孫

子

地

区

見

え

ま

す

。

個

の

白

い

花

ぴ

ら

状

の

も

の

が

あ

の
空
き
地
で
花
と
実
を
つ
け
た
オ
警
警
切
る
と
白
い
裂
が
出
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
繋
か
ら
伸

オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
を
見
か
け
ま
し
た
。
ま
す
が
、
こ
れ
は
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
属
ぴ
た
付
属
体
で
す
。
変
わ
っ
た
小

こ
の
寧
は
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
に
見
ら
れ
る
共
通
の
特
畿
で
す
。
さ
な
花
で
す
が
、
花
の
つ
く
り
は

ち

か

字

書

争

事

ほ

う

一
年
草
で
、
大
き
い
も
の
は
四
十
花
は
材
状
の
総
置
の
中
に
あ
り
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
模
式
図
(
右

セ
ン
チ
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
船
し
ペ
だ
け
で
案
も
で
な
い
雄
図
)
を
見
る
と
理
解
で
き
ま
す
。

紅
色
の
茎
に
は
、
葉
が
二
敗
ず
花
が
数
個
と
、
長
い
柄
の
先
に
雌
し
雌
し
べ
は
、
や
が
て
一
・
七
ミ

D
対
に
な
っ
て
っ
き
、
葉
の
縁
に
ペ
だ
け
の
雌
花
が
一
個
同
居
し
て
い
リ
ほ
ど
の
果
実
と
な
り
、
熱
す
と

は
艇
が
歯
の
よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
も
そ
杯
状
率
直
の
縁
に
は
、
四
裂
け
て
種
子
を
放
出
し
ま
す
。

•• 
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